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Ｈ２７．　３ 地域生活支援施設 つどい　開所
グループホーム　つどいの家・桜町（定員２ユニット18名）
小規模多機能ホーム　つどいの家（登録定員29名）
認知症カフェ（誰でもカフェ）

Ｈ２７．　４ 燕市分水地区在宅老人配食サービス事業開始（※現在は分水の里配食サービス事業）

Ｈ２８．　４ 分水健康福祉プラザ開所（旧燕市分水町健康福祉センターを譲渡、名称変更）

訪問看護ステーション・桜井　開所
弥彦村と燕市で介護予防支援事業と認知症総合支援事業、
弥彦村では、医療・介護連携推進事業を受託開始

■ 法 人 の 沿 革

■福祉・医療分野の主だった資格取得、研修受講状況（単位＝人。1人で複数資格取得も有）■福祉系の学校出身の介護職員・生活相談員の割合
介護福祉士 保健師 看護師（准看護師含む） 理学療法士 作業療法士 言語聴覚士 認知症介護実務者研修 認知症介護管理者研修 喀痰吸引等研修

１９８ ２ ３７ １０ ４ １ ６０ １１ ２９

はり・きゅう・マッサージ師 管理栄養士 社会福祉士 精神保健福祉士 介護支援専門員 認知症介護指導者研修 認知症介護リーダー研修 小規模多機能居宅介護
計画作成担当者研修 喀痰吸引等指導者講習

１ ９ ４５ ４ ７７
（うち、主任介護支援専門員 １１）

８ １３ ９ １１

Ｈ6．　4 特別養護老人ホーム　桜井の里　開所
（利用定員　長期入所50名：短期入所20名）	
弥彦村デイサービスセンター			事業開始
（定員15名　現在はデイサービスセンター桜井の里30名）
弥彦村在宅介護支援センター　事業開始

Ｈ１０．１０ 弥彦村在宅老人配食サービス　事業開始（※現在は桜井の里配食サービス事業）
サテライトデイサービス　事業開始（※現在はデイサービスやひこへ移管）

Ｈ１１．１０ 特別養護老人ホーム　分水の里　開所
（利用定員　長期入所50名：短期入所20名：通所介護25名）
分水町在宅介護支援センター　事業開始

Ｈ１２．　４ デイサービスセンター分水の里　もみじ（定員20名）開所
分水町高齢者生きがい生活活動支援　事業開始

Ｈ１５．　４ 高齢者総合生活支援センター　開所
障害福祉サービス事業　事業開始（分水の里）

Ｈ１７．　２

６
８

デイサービスやひこ（定員25名）　開所
分水町生活支援ハウス　分水こでまり（業務委託：定員10名）開所
グループホーム　我が家（定員２ユニット18名）開所
グループホーム　こいて（定員１ユニット９名）運営委託開始

Ｈ１８．　４ グループホーム　こいて（定員１ユニット９名、通所介護：定員３名）事業開始
弥彦村在宅介護支援センター　事業廃止
弥彦村地域包括支援センター、燕市分水地区地域包括支援センター　事業開始

Ｈ１８．１０ 生きがい広場 地蔵堂　開所
（通所介護、介護予防通所介護、生きがい活動支援通所事業、
　高齢者・障がい者用の複合住宅各事業、燕市通所型介護予防事業・
　機能訓練事業受託）

Ｈ２０．　４

６

グループホーム	縁（定員２ユニット18名）事業開始
弥彦村通所型介護予防事業・機能訓練事業　受託開始
グループホーム　我が家　通所介護（定員３名）事業開始

Ｈ２２．　３ 特別養護老人ホーム桜井の里　全個室ユニット型２０名分増床

Ｈ２３．　４
燕市在宅介護支援センター事業廃止
グループホーム縁　通所介護（定員3名）事業開始

Ｈ２３．　９ 高齢者総合生活支援施設 はな広場　開所
地域密着ユニット型介護福祉施設　はな広場・しまかみ（定員29名）
小規模多機能ホーム　はな広場・よこたの家（登録定員26名）

Ｈ２５．　４ 生きがい広場地蔵堂・シニアハウス（住宅型有料老人ホーム）
事業開始（複合住宅を事業廃止し設置）

Ｈ２６．　４ 燕市認知症施策総合推進事業　受託開始（※翌年より名称変更）

福祉系の
学校出身
５２．３％

それ以外
４７．７％

《ご利用・施設見学・OB訪問・ボランティア・インターンシップ・職員採用等に関するお問い合わせ》
〒959－0318　新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL．0256（94）3939　FAX．0256（94）2552

■ 法人の特徴・取組み

社会福祉法人　桜井の里福祉会

ご利用者等の写真の掲載につきましては、承諾を得ています。〈平成28年度版〉

■ 法人の事業概要・組織図

■男女比

■平均年齢

■働いている職員の職種等

生きがい広場地蔵堂・デイサービス
生きがい広場地蔵堂・地域の茶の間
生きがい広場地蔵堂・シニアハウス　………………　（１４名）
（住宅型有料老人ホーム）

生きがい広場　地蔵堂 利用定員

職員DATAあらかると

職員数４０３名

（平成28年5月末
時点の在籍ベース）

地域密着ユニット型介護福祉施設　はな広場・しまかみ　……　（２９名）
小規模多機能ホーム　はな広場・よこたの家　……　（２９名）

高齢者総合生活支援施設　はな広場 利用定員

※登録定員

グループホーム　我が家　…　入所定員（１８名）／デイ（６名）
グループホーム　縁　………　入所定員（１８名）／デイ（６名）

認知症グループホーム 利用定員

グループホーム　つどいの家・桜町　…　入所定員（１８名）／デイ（６名）
小規模多機能ホーム　つどいの家　…………………　（２９名）
さくらまちカフェ（常設型認知症カフェ）

地域生活支援施設　つどい 利用定員

※登録定員

県央地区
弥彦村・燕市内にて

４つの拠点
41事業

を展開

平均年齢４０．７歳 ５５．８％が介護職員（225名）

男性
２７．５％
（111名）

女性
７２．５％
（292名）

保健師、看護職員、理学療法士、
作業療法士、言語聴覚士、はり・
きゅう・マッサージ師等の機能
訓練指導員、管理栄養士、調理
員、生活相談員、介護支援専門
員、計画作成担当者、施設管理
職員、生活支援員、運転員、介
助員、事務員等～各種事業・サービス、ご利用案内～

特別養護老人ホーム桜井の里 特別養護老人ホーム分水の里 生きがい広場地蔵堂高齢者総合生活支援施設はな広場 地域生活支援施設つどい

社会福祉法人　桜井の里福祉会

www.sakurai-fukushi.or.jp http://www.sakurai-fukushi.or.jp/　 sakurai-honbu@sakurai-fukushi.or.jp　

充実した「研修制度」で
職員の成長、スキルアップを支援

「人事考課制度」を通じ、部下と上
司が仕事の目標と達成度を共有し、
メンタル面でも支援

◇新規・中途採用職員向けに採用時研修、フォローアップ研修
◇先輩職員が新人職員をサポートする「エルダー制度」
◇経験年数や階層別、職種ごとの研修
◇必須知識修得の為の定期的で多彩な研修
　「個人の尊厳と権利擁護」「虐待防止」「認知症ケア」…ｅｔｃ
◇より専門的で高度な「認知症介護実践者研修」（新潟市委託）や「喀
痰吸引等研修」を実施

◇職員は企業の宝、その確保と定着をめざし、職場のあり方や仕事
そのものを見直し、効率性と生産性を高める
◇子育て世代の職員が安心してしっかり生み育て、いつでも復帰で
きるよう全体で支え合う「お互いさま」の風土を醸成

◇職場でのコミュニケーション、仕事の振り返りや面接により、
相互の理解と同時に、順を追って仕事を理解
◇気付かなかったことに気付かされたり、できなかったことがで
きるようになる気付きと成長を促進

1 仕事と家庭の両立＝ワーク・ライフ・
バランスに取組み、全職員に働き
やすい職場づくり
2

3 社会福祉法人の使命と責任を追及し、
常に健全で安定した経営を実践

◇ホームページや事業報告等、法人の運営状況を積極的に情報公
表し、絶えず方向性や健全性を確認
◇コンプライアンス（法令遵守）を徹底するとともに、外部監査、
内部監査で相互にチェック牽制する体制

4
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きららおひさまこども園 「福祉避難所」の協定締結

■ 連携・協力法人とのつながり

弁護士、税理士、社会保険労務士との顧問契約
当法人では、正しい会計処理のための外部の監査法人との顧問契約に加え、ご利用者の権利擁護や、職員含め万一の時のための相談や労務相談のため、弁護士、社会保険労務士との顧問契約を結んでおります。

岩手県大船渡市、陸前高田市の（福）典人会は、東日本大震災で被災された法人で、かねてよりお付き
合いがあり、「２法人の連携・協力に関する協定」を結び、１年間かけて常時２名を交代制で先方の施設へ
出向という形で派遣しました。平成26年度は両法人にて振り返りの研修や、当法人で「DCAT」（災害派
遣福祉チーム）を編成し、緊急の際にはいつでも支援できる体制を作りました。その後、平成27年には、
茨城県、福島県へも派遣し、この平成28年5月には熊本県益城郡へも派遣しております。

緊急時や災害時において、社会福祉法人の社会や地域への貢献、使命ということも含め、燕市と協力し、
燕市内の３法人（他つばめ福祉会、吉田福祉会）の各々の福祉施設を避難所として提供したり、人材を含
めた相互協力の協定を締結した後、同様に弥彦村とも協定を締結しました。

顧問弁護士／延命法律事務所　弁護士　延 命 政 之
◦横浜弁護士会副会長　◦日本弁護士連合会「高齢者・障害者の権利に関する委員会」副委員長
◦「高齢社会対策本部」事務局長（現在に至る）等を歴任

　　　　　　　／さくらマネジメントグループ　税理士法人　さくら総合会計
グループ代表　代表社員　庵　原　宏　章　
新潟事務所所長　代表社員　西 久 保 勝 郎

顧 問 税 理 士
顧問社会保険労務士

災害派遣福祉チームの編成

燕市・弥彦村との福祉避難所の協定締結

熊本での食事提供の様子「奇跡の一本松」はレプリカ
となったが、そのもの自体の
覆いは撤去

法

人

本

部

県下No.1 の初詣参拝客数を誇る、
越後一の宮、弥彦神社

日本桜の名所 100選の地、大河津分
水で行われる「おいらん道中」

大河津分水界隈を華やかに彩る桜並木

紅葉の名所弥彦もみじ谷公園

職人の街燕、洋食器の生産は世界的なシェア

『
も
う
ひ
とつの

　
　わが
家
づ
く
り
』

弥
彦
村・燕
市
は
県
内
屈
指
の
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
、自
然
と
歴
史
情
緒
に
溢
れ
る
癒
し
の
環
境
が
広
が
り
ま
す
。

認知症介護実践者研修（新潟市委託） 若手や女性が働きやすいよう法人の仕組みづくりを新規採用職員研修時1泊2日のグループワーク時の様子

職員の育成は法人の使命

弥彦村、燕市内の当法人、つばめ福祉会、吉田福祉会の３法人は、日常的な連携や協力体制に加え、職
員の交換研修や業界や国内外の著名な講師を招いた合同研修会や、災害などの緊急時における相互支援、
そして、福利厚生面では法人の垣根を越えたスポーツ、レクリエーション大会を行ったり、あるいは吉田福
祉会の保育園を利用できる制度もあります。

 Ｓ　：　他者の手本となるような言葉・行動ができていた。 Ａ　：　基準を余裕でクリアした。 Ｂ　：　基準をクリアした。   (標準） Ｃ　：　基準をクリアできなかった。 Ｄ　：　基準がクリアできなかったのみならず、業務にも支障をきたした。【態度考課】
項目 要素

基　準
一次考課
（修正）

二次考課
（修正） 合議

①明るい挨拶がされていた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

②ゆとりを持って勤務に臨んでいた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

③言葉遣いや礼儀をわきまえていた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

把
握

①利用者のニーズを適切に把握し、利用者の残存能力、潜在能力を引き

出す事ができた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

①利用者を尊重した呼び方、話し方をしていた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

②利用者に笑顔で接していた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

【能力考課】
項目 要素

基　準
一次考課
（修正）

二次考課
（修正） 合議

計
画
性

①期限を守って、正確に業務を成し遂げていた。
　

（　　　　　　）
　

（　　　　　　）

積
極
性

①自らの仕事の質や量の拡大にチャレンジした。
　

（　　　　　　）
　

（　　　　　　）

協
調
性

①チームワークを大切に仕事をしていた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

①自分の仕事を最後までやり遂げた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

②行事、委員会、係りなどを責任持ってやり遂げた。
　

（　　　　　　）
　

（　　　　　　）

判
断
力

①的確な状況判断の下に、臨機応変の決断を行っていた。
　

（　　　　　　）
　

（　　　　　　）

知
識

技
術 ①担当職務を遂行するのに必要な知識、技術を有していた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

企
画

立
案

①問題解決の為の改善や工夫をしたり、実現性のある対応策の立案がで

きた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

指
導

育
成 ①実習生、新人職員に適切に指導ができた。　　　　　　　　　（一般職員）

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

指
導
・

育
成

①スタッフの能力、適性を理解し計画的に行っていた。
②人間的成長を考え良い信頼関係が確立されていた。
③スタッフが啓発意欲を起すよう努めていた。
④リーダーシップがとれていた。　　　　　　　　　　　　　　（主任・リーダー）

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

評価指標 【考課者】
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 Ｓ　：　他者の手本となるような言葉・行動ができていた。

 Ａ　：　基準を余裕でクリアした。
 Ｂ　：　基準をクリアした。   (標準）
 Ｃ　：　基準をクリアできなかった。
 Ｄ　：　基準がクリアできなかったのみならず、業務にも支障をきたした。

【態度考課】
項目 要素

基　準

自己評価 評価

①明るい挨拶がされ、利用者に笑顔で接していた。
②ゆとりを持って勤務に臨んでいた。③言葉遣いや礼儀をわきまえていた。

把
握

①利用者のニーズを適切に把握し、利用者の残存能力、潜在能力を引き

出す事ができた。
①利用者を尊重した呼び方、話し方をしていた。

②利用者に笑顔で接していた。
【能力考課】

項目 要素

基　準

自己評価 評価

計
画
性 ①期限を守って、正確に業務を成し遂げていた。

積
極
性 ①自らの仕事の質や量の拡大にチャレンジした。

協
調
性 ①チームワークを大切に仕事をしていた。

①自分の仕事を最後までやり遂げた。②行事、委員会、係りなどを責任持ってやり遂げた。

判
断
力

①的確な状況判断の下に、臨機応変の決断を行っていた。

知
識

技
術 ①担当職務を遂行するのに必要な知識、技術を有していた。

企
画

立
案

①問題解決の為の改善や工夫をしたり、実現性のある対応策の立案がで

きた。
指
導

育
成 ①実習生、新人職員に適切に指導ができた。　　　　　　　　　（一般職員）

指
導
・

育
成

①スタッフの能力、適性を理解し計画的に行っていた。

②人間的成長を考え良い信頼関係が確立されていた。

③スタッフが啓発意欲を起すよう努めていた。

④リーダーシップがとれていた。　　　　　　　　　　　　　　（主任・リーダー）

責
任
性

習
熟
的
能
力

業
務
の
遂
行

          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自己評価・通知】

評価指標

法
人
理
念
の
理
解

一
般
常
識

尊
重

目標設定の後、態度、能力面の評価を
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
法
人
役

職
員
一
同
、皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
支
援
に
、

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
近
、
お
会
い
す
る
ご
利
用
者
の
方
や
ご

家
族
か
ら
、「
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

刺
激
が
あ
る
し
、
話
も
で
き
て
体
も
動
か
せ

て
、
い
い
感
じ
だ
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を

頂
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

昔
は
「
中
身
は
よ
く
知
ら
ん
が
、
施
設
に

だ
け
は
行
き
た
く
な
い
」
と
い
う
言
葉
ば
か

り
で
し
た
か
ら
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

桜
井
の
里
福
祉
会
の
理
念
は
「
も
う
ひ
と

つ
の
わ
が
家
づ
く
り
」
で
す
。
そ
れ
は
、
誰

か
が
決
め
て
出
来
上
が
っ
た
既
製
品
の
「
も

う
ひ
と
つ
の
わ
が
家
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
さ
れ
る
方
お
一
人

お
一
人
に
と
っ
て
の
「
も
う
ひ
と
つ
の
わ
が

家
」
が
ど
ん
な
家
で
あ
る
べ
き
か
、
そ
こ

で
ど
ん
な
生
活
を
し
た
い
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
現
在
進
行
形
で
一
緒
に
考
え
、
つ
く
り

続
け
て
行
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ご
利
用
者
を
主
人
公
と
し

て
、ご
家
族
の
思
い
を
頂
き
な
が
ら
、ス
タ
ッ

フ
が
力
を
合
わ
せ
ま
す
。
介
護
の
職
員
も
事

務
の
職
員
も
調
理
の
職
員
も
、
す
べ
て
の
職

員
が
そ
の
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

そ
し
て
毎
日
の
よ
う
に
訪
れ
て
下
さ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
地
域
の
皆
様
方
に
も

ま
た
「
も
う
ひ
と
つ
の
わ
が
家
づ
く
り
」
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
頂

い
て
い
る
の
で
す
。

「
も
う
ひ
と
つ
の
わ
が
家
づ
く
り
」
は
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
暖
か
い
お
力
添
え
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
わ
が
家
づ
く
り

柏
原
雅
史

社
会
福
祉
法
人

　桜
井
の
里
福
祉
会

　
　理
事
長

デイサービスセンター桜井の里のお正月風景

デイサービスセンター分水の里もみじのクリスマス風景

新春号 No.382015

桜井の里／〒959-0318新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552

分水の里／〒959-0133新潟県燕市新堀2479番地2
TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100

生きがい広場地蔵堂／〒959-0120
新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

はな広場／〒959-0111新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

謹賀新年
恒例のご利用者・職員の弥彦神社合同参拝

はな広場のお正月風景

当法人ではご利用者のプライバシーに配慮するとともに写真の掲載の際には事前に了解をいただいております

社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌
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春季号 No.392015

桜井の里／〒959-0318
新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地

TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552
分水の里／〒959-0133
新潟県燕市新堀2479番地2

TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100
生きがい広場地蔵堂／〒959-0120

新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

はな広場／〒959-0111
新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

つどい／〒959-0130
新潟県燕市分水桜町３丁目3番16号

TEL（0256）77-5511／FAX（0256）77-5020

地域生活支援施設つどいの全景

４００名の来場があった内覧会時の認知症カフェの風景

玄関前の木製看板

つどい職員が勢ぞろい

社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌

地域生活支援施設つどいが開設しました

夢とプライドを持ち、自己実現と成長できる職場を

YouＴubeで
動画もチェック

特別養護老人ホーム　桜井の里・絆（全個室ユニット型２０名）
短期入所生活介護事業　桜井の里　…………………　（２０名）
デイサービスセンター　桜井の里　…………………　（３０名）
デイサービス　やひこ　………………………………　（２５名）
グループホーム　こいて　……　入所定員（９名）／デイ（３名）
ケアプランセンター　桜井の里
弥彦村地域包括支援センター
弥彦村介護予防支援事業　／　弥彦村認知症総合支援事業
弥彦村医療・介護連携推進事業　／　外出支援サービス事業
桜井の里配食サービス事業
通所型介護予防事業・機能訓練事業

特別養護老人ホーム　桜井の里
（従来型５０名）

利用定員

（桜井の里拠点）

短期入所生活介護事業　分水の里　…………………　（２０名）
デイサービスセンター分水の里　さくら　…………　（３０名）
障害福祉サービス事業　分水の里
分水の里配食サービス事業
通所型介護予防事業・機能訓練事業

分水健康福祉プラザ
デイサービスセンター分水の里　もみじ　………　（３５名）
訪問看護ステーション・桜井
ケアプランセンター　分水の里
燕市分水地区地域包括支援センター
燕市介護予防支援事業　／　燕市認知症総合支援事業
生活支援ハウス　分水こでまり　…………………　（１０名）

特別養護老人ホーム　分水の里
（５０名）

（３５名）

利用定員

（分水の里拠点）

（地域密着サービス拠点）

平成 28年度版

ホームページで情報発信 広報誌「さくら」は年3回発行

Ｈ２７．　３ 地域生活支援施設 つどい　開所
グループホーム　つどいの家・桜町（定員２ユニット18名）
小規模多機能ホーム　つどいの家（登録定員29名）
認知症カフェ（誰でもカフェ）

Ｈ２７．　４ 燕市分水地区在宅老人配食サービス事業開始（※現在は分水の里配食サービス事業）

Ｈ２８．　４ 分水健康福祉プラザ開所（旧燕市分水町健康福祉センターを譲渡、名称変更）

訪問看護ステーション・桜井　開所
弥彦村と燕市で介護予防支援事業と認知症総合支援事業、
弥彦村では、医療・介護連携推進事業を受託開始

■ 法 人 の 沿 革

■福祉・医療分野の主だった資格取得、研修受講状況（単位＝人。1人で複数資格取得も有）■福祉系の学校出身の介護職員・生活相談員の割合
介護福祉士 保健師 看護師（准看護師含む） 理学療法士 作業療法士 言語聴覚士 認知症介護実務者研修 認知症介護管理者研修 喀痰吸引等研修

１９８ ２ ３７ １０ ４ １ ６０ １１ ２９

はり・きゅう・マッサージ師 管理栄養士 社会福祉士 精神保健福祉士 介護支援専門員 認知症介護指導者研修 認知症介護リーダー研修 小規模多機能居宅介護
計画作成担当者研修 喀痰吸引等指導者講習

１ ９ ４５ ４ ７７
（うち、主任介護支援専門員 １１）

８ １３ ９ １１

Ｈ6．　4 特別養護老人ホーム　桜井の里　開所
（利用定員　長期入所50名：短期入所20名）	
弥彦村デイサービスセンター			事業開始
（定員15名　現在はデイサービスセンター桜井の里30名）
弥彦村在宅介護支援センター　事業開始

Ｈ１０．１０ 弥彦村在宅老人配食サービス　事業開始（※現在は桜井の里配食サービス事業）
サテライトデイサービス　事業開始（※現在はデイサービスやひこへ移管）

Ｈ１１．１０ 特別養護老人ホーム　分水の里　開所
（利用定員　長期入所50名：短期入所20名：通所介護25名）
分水町在宅介護支援センター　事業開始

Ｈ１２．　４ デイサービスセンター分水の里　もみじ（定員20名）開所
分水町高齢者生きがい生活活動支援　事業開始

Ｈ１５．　４ 高齢者総合生活支援センター　開所
障害福祉サービス事業　事業開始（分水の里）

Ｈ１７．　２

６
８

デイサービスやひこ（定員25名）　開所
分水町生活支援ハウス　分水こでまり（業務委託：定員10名）開所
グループホーム　我が家（定員２ユニット18名）開所
グループホーム　こいて（定員１ユニット９名）運営委託開始

Ｈ１８．　４ グループホーム　こいて（定員１ユニット９名、通所介護：定員３名）事業開始
弥彦村在宅介護支援センター　事業廃止
弥彦村地域包括支援センター、燕市分水地区地域包括支援センター　事業開始

Ｈ１８．１０ 生きがい広場 地蔵堂　開所
（通所介護、介護予防通所介護、生きがい活動支援通所事業、
　高齢者・障がい者用の複合住宅各事業、燕市通所型介護予防事業・
　機能訓練事業受託）

Ｈ２０．　４

６

グループホーム	縁（定員２ユニット18名）事業開始
弥彦村通所型介護予防事業・機能訓練事業　受託開始
グループホーム　我が家　通所介護（定員３名）事業開始

Ｈ２２．　３ 特別養護老人ホーム桜井の里　全個室ユニット型２０名分増床

Ｈ２３．　４
燕市在宅介護支援センター事業廃止
グループホーム縁　通所介護（定員3名）事業開始

Ｈ２３．　９ 高齢者総合生活支援施設 はな広場　開所
地域密着ユニット型介護福祉施設　はな広場・しまかみ（定員29名）
小規模多機能ホーム　はな広場・よこたの家（登録定員26名）

Ｈ２５．　４ 生きがい広場地蔵堂・シニアハウス（住宅型有料老人ホーム）
事業開始（複合住宅を事業廃止し設置）

Ｈ２６．　４ 燕市認知症施策総合推進事業　受託開始（※翌年より名称変更）

福祉系の
学校出身
５２．３％

それ以外
４７．７％

《ご利用・施設見学・OB訪問・ボランティア・インターンシップ・職員採用等に関するお問い合わせ》
〒959－0318　新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL．0256（94）3939　FAX．0256（94）2552

■ 法人の特徴・取組み

社会福祉法人　桜井の里福祉会

ご利用者等の写真の掲載につきましては、承諾を得ています。〈平成28年度版〉

■ 法人の事業概要・組織図

■男女比

■平均年齢

■働いている職員の職種等

生きがい広場地蔵堂・デイサービス
生きがい広場地蔵堂・地域の茶の間
生きがい広場地蔵堂・シニアハウス　………………　（１４名）
（住宅型有料老人ホーム）

生きがい広場　地蔵堂 利用定員

職員DATAあらかると

職員数４０３名

（平成28年5月末
時点の在籍ベース）

地域密着ユニット型介護福祉施設　はな広場・しまかみ　……　（２９名）
小規模多機能ホーム　はな広場・よこたの家　……　（２９名）

高齢者総合生活支援施設　はな広場 利用定員

※登録定員

グループホーム　我が家　…　入所定員（１８名）／デイ（６名）
グループホーム　縁　………　入所定員（１８名）／デイ（６名）

認知症グループホーム 利用定員

グループホーム　つどいの家・桜町　…　入所定員（１８名）／デイ（６名）
小規模多機能ホーム　つどいの家　…………………　（２９名）
さくらまちカフェ（常設型認知症カフェ）

地域生活支援施設　つどい 利用定員

※登録定員

県央地区
弥彦村・燕市内にて

４つの拠点
41事業

を展開

平均年齢４０．７歳 ５５．８％が介護職員（225名）

男性
２７．５％
（111名）

女性
７２．５％
（292名）

保健師、看護職員、理学療法士、
作業療法士、言語聴覚士、はり・
きゅう・マッサージ師等の機能
訓練指導員、管理栄養士、調理
員、生活相談員、介護支援専門
員、計画作成担当者、施設管理
職員、生活支援員、運転員、介
助員、事務員等～各種事業・サービス、ご利用案内～

特別養護老人ホーム桜井の里 特別養護老人ホーム分水の里 生きがい広場地蔵堂高齢者総合生活支援施設はな広場 地域生活支援施設つどい

社会福祉法人　桜井の里福祉会

www.sakurai-fukushi.or.jp http://www.sakurai-fukushi.or.jp/　 sakurai-honbu@sakurai-fukushi.or.jp　

充実した「研修制度」で
職員の成長、スキルアップを支援

「人事考課制度」を通じ、部下と上
司が仕事の目標と達成度を共有し、
メンタル面でも支援

◇新規・中途採用職員向けに採用時研修、フォローアップ研修
◇先輩職員が新人職員をサポートする「エルダー制度」
◇経験年数や階層別、職種ごとの研修
◇必須知識修得の為の定期的で多彩な研修
　「個人の尊厳と権利擁護」「虐待防止」「認知症ケア」…ｅｔｃ
◇より専門的で高度な「認知症介護実践者研修」（新潟市委託）や「喀
痰吸引等研修」を実施

◇職員は企業の宝、その確保と定着をめざし、職場のあり方や仕事
そのものを見直し、効率性と生産性を高める
◇子育て世代の職員が安心してしっかり生み育て、いつでも復帰で
きるよう全体で支え合う「お互いさま」の風土を醸成

◇職場でのコミュニケーション、仕事の振り返りや面接により、
相互の理解と同時に、順を追って仕事を理解
◇気付かなかったことに気付かされたり、できなかったことがで
きるようになる気付きと成長を促進

1 仕事と家庭の両立＝ワーク・ライフ・
バランスに取組み、全職員に働き
やすい職場づくり
2

3 社会福祉法人の使命と責任を追及し、
常に健全で安定した経営を実践

◇ホームページや事業報告等、法人の運営状況を積極的に情報公
表し、絶えず方向性や健全性を確認
◇コンプライアンス（法令遵守）を徹底するとともに、外部監査、
内部監査で相互にチェック牽制する体制

4

評

議

員

会

常

務

理

事

理

事

長

総
合
施
設
長

顧 問 弁 護 士
顧 問 税 理 士
顧問社会保険労務士

業
務
執
行
部

法
人
事
務
局

事

業

拠

点

理

事

会

監

事

会
市 村 長 会 議
（顧問会議）

きららおひさまこども園 「福祉避難所」の協定締結

■ 連携・協力法人とのつながり

弁護士、税理士、社会保険労務士との顧問契約
当法人では、正しい会計処理のための外部の監査法人との顧問契約に加え、ご利用者の権利擁護や、職員含め万一の時のための相談や労務相談のため、弁護士、社会保険労務士との顧問契約を結んでおります。

岩手県大船渡市、陸前高田市の（福）典人会は、東日本大震災で被災された法人で、かねてよりお付き
合いがあり、「２法人の連携・協力に関する協定」を結び、１年間かけて常時２名を交代制で先方の施設へ
出向という形で派遣しました。平成26年度は両法人にて振り返りの研修や、当法人で「DCAT」（災害派
遣福祉チーム）を編成し、緊急の際にはいつでも支援できる体制を作りました。その後、平成27年には、
茨城県、福島県へも派遣し、この平成28年5月には熊本県益城郡へも派遣しております。

緊急時や災害時において、社会福祉法人の社会や地域への貢献、使命ということも含め、燕市と協力し、
燕市内の３法人（他つばめ福祉会、吉田福祉会）の各々の福祉施設を避難所として提供したり、人材を含
めた相互協力の協定を締結した後、同様に弥彦村とも協定を締結しました。

顧問弁護士／延命法律事務所　弁護士　延 命 政 之
◦横浜弁護士会副会長　◦日本弁護士連合会「高齢者・障害者の権利に関する委員会」副委員長
◦「高齢社会対策本部」事務局長（現在に至る）等を歴任

　　　　　　　／さくらマネジメントグループ　税理士法人　さくら総合会計
グループ代表　代表社員　庵　原　宏　章　
新潟事務所所長　代表社員　西 久 保 勝 郎

顧 問 税 理 士
顧問社会保険労務士

災害派遣福祉チームの編成

燕市・弥彦村との福祉避難所の協定締結

熊本での食事提供の様子「奇跡の一本松」はレプリカ
となったが、そのもの自体の
覆いは撤去

法

人

本

部

県下No.1 の初詣参拝客数を誇る、
越後一の宮、弥彦神社

日本桜の名所 100選の地、大河津分
水で行われる「おいらん道中」

大河津分水界隈を華やかに彩る桜並木

紅葉の名所弥彦もみじ谷公園

職人の街燕、洋食器の生産は世界的なシェア

『
も
う
ひ
とつの

　
　わが
家
づ
く
り
』

弥
彦
村・燕
市
は
県
内
屈
指
の
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
、自
然
と
歴
史
情
緒
に
溢
れ
る
癒
し
の
環
境
が
広
が
り
ま
す
。

認知症介護実践者研修（新潟市委託） 若手や女性が働きやすいよう法人の仕組みづくりを新規採用職員研修時1泊2日のグループワーク時の様子

職員の育成は法人の使命

弥彦村、燕市内の当法人、つばめ福祉会、吉田福祉会の３法人は、日常的な連携や協力体制に加え、職
員の交換研修や業界や国内外の著名な講師を招いた合同研修会や、災害などの緊急時における相互支援、
そして、福利厚生面では法人の垣根を越えたスポーツ、レクリエーション大会を行ったり、あるいは吉田福
祉会の保育園を利用できる制度もあります。

 Ｓ　：　他者の手本となるような言葉・行動ができていた。 Ａ　：　基準を余裕でクリアした。 Ｂ　：　基準をクリアした。   (標準） Ｃ　：　基準をクリアできなかった。 Ｄ　：　基準がクリアできなかったのみならず、業務にも支障をきたした。【態度考課】
項目 要素

基　準
一次考課
（修正）

二次考課
（修正） 合議

①明るい挨拶がされていた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

②ゆとりを持って勤務に臨んでいた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

③言葉遣いや礼儀をわきまえていた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

把
握

①利用者のニーズを適切に把握し、利用者の残存能力、潜在能力を引き

出す事ができた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

①利用者を尊重した呼び方、話し方をしていた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

②利用者に笑顔で接していた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

【能力考課】
項目 要素

基　準
一次考課
（修正）

二次考課
（修正） 合議

計
画
性

①期限を守って、正確に業務を成し遂げていた。
　

（　　　　　　）
　

（　　　　　　）

積
極
性

①自らの仕事の質や量の拡大にチャレンジした。
　

（　　　　　　）
　

（　　　　　　）

協
調
性

①チームワークを大切に仕事をしていた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

①自分の仕事を最後までやり遂げた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

②行事、委員会、係りなどを責任持ってやり遂げた。
　

（　　　　　　）
　

（　　　　　　）

判
断
力

①的確な状況判断の下に、臨機応変の決断を行っていた。
　

（　　　　　　）
　

（　　　　　　）

知
識

技
術 ①担当職務を遂行するのに必要な知識、技術を有していた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

企
画

立
案

①問題解決の為の改善や工夫をしたり、実現性のある対応策の立案がで

きた。

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

指
導

育
成 ①実習生、新人職員に適切に指導ができた。　　　　　　　　　（一般職員）

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

指
導
・

育
成

①スタッフの能力、適性を理解し計画的に行っていた。
②人間的成長を考え良い信頼関係が確立されていた。
③スタッフが啓発意欲を起すよう努めていた。
④リーダーシップがとれていた。　　　　　　　　　　　　　　（主任・リーダー）

　
（　　　　　　）

　
（　　　　　　）

評価指標 【考課者】

習
熟
的
能
力

一
般
常
識

業
務
の
遂
行

責
任
性

法
人
理
念
の
理
解

尊
重

 Ｓ　：　他者の手本となるような言葉・行動ができていた。

 Ａ　：　基準を余裕でクリアした。
 Ｂ　：　基準をクリアした。   (標準）
 Ｃ　：　基準をクリアできなかった。
 Ｄ　：　基準がクリアできなかったのみならず、業務にも支障をきたした。

【態度考課】
項目 要素

基　準

自己評価 評価

①明るい挨拶がされ、利用者に笑顔で接していた。
②ゆとりを持って勤務に臨んでいた。③言葉遣いや礼儀をわきまえていた。

把
握

①利用者のニーズを適切に把握し、利用者の残存能力、潜在能力を引き

出す事ができた。
①利用者を尊重した呼び方、話し方をしていた。

②利用者に笑顔で接していた。
【能力考課】

項目 要素

基　準

自己評価 評価

計
画
性 ①期限を守って、正確に業務を成し遂げていた。

積
極
性 ①自らの仕事の質や量の拡大にチャレンジした。

協
調
性 ①チームワークを大切に仕事をしていた。

①自分の仕事を最後までやり遂げた。②行事、委員会、係りなどを責任持ってやり遂げた。

判
断
力

①的確な状況判断の下に、臨機応変の決断を行っていた。

知
識

技
術 ①担当職務を遂行するのに必要な知識、技術を有していた。

企
画

立
案

①問題解決の為の改善や工夫をしたり、実現性のある対応策の立案がで

きた。
指
導

育
成 ①実習生、新人職員に適切に指導ができた。　　　　　　　　　（一般職員）

指
導
・

育
成

①スタッフの能力、適性を理解し計画的に行っていた。

②人間的成長を考え良い信頼関係が確立されていた。

③スタッフが啓発意欲を起すよう努めていた。

④リーダーシップがとれていた。　　　　　　　　　　　　　　（主任・リーダー）

責
任
性

習
熟
的
能
力

業
務
の
遂
行

          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自己評価・通知】

評価指標

法
人
理
念
の
理
解

一
般
常
識

尊
重

目標設定の後、態度、能力面の評価を

❶　さくら　第38号（2015.新春号）

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
法
人
役

職
員
一
同
、皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
支
援
に
、

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
近
、
お
会
い
す
る
ご
利
用
者
の
方
や
ご

家
族
か
ら
、「
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

刺
激
が
あ
る
し
、
話
も
で
き
て
体
も
動
か
せ

て
、
い
い
感
じ
だ
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を

頂
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

昔
は
「
中
身
は
よ
く
知
ら
ん
が
、
施
設
に

だ
け
は
行
き
た
く
な
い
」
と
い
う
言
葉
ば
か

り
で
し
た
か
ら
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

桜
井
の
里
福
祉
会
の
理
念
は
「
も
う
ひ
と

つ
の
わ
が
家
づ
く
り
」
で
す
。
そ
れ
は
、
誰

か
が
決
め
て
出
来
上
が
っ
た
既
製
品
の
「
も

う
ひ
と
つ
の
わ
が
家
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
さ
れ
る
方
お
一
人

お
一
人
に
と
っ
て
の
「
も
う
ひ
と
つ
の
わ
が

家
」
が
ど
ん
な
家
で
あ
る
べ
き
か
、
そ
こ

で
ど
ん
な
生
活
を
し
た
い
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
現
在
進
行
形
で
一
緒
に
考
え
、
つ
く
り

続
け
て
行
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ご
利
用
者
を
主
人
公
と
し

て
、ご
家
族
の
思
い
を
頂
き
な
が
ら
、ス
タ
ッ

フ
が
力
を
合
わ
せ
ま
す
。
介
護
の
職
員
も
事

務
の
職
員
も
調
理
の
職
員
も
、
す
べ
て
の
職

員
が
そ
の
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

そ
し
て
毎
日
の
よ
う
に
訪
れ
て
下
さ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
地
域
の
皆
様
方
に
も

ま
た
「
も
う
ひ
と
つ
の
わ
が
家
づ
く
り
」
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
頂

い
て
い
る
の
で
す
。

「
も
う
ひ
と
つ
の
わ
が
家
づ
く
り
」
は
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
暖
か
い
お
力
添
え
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
わ
が
家
づ
く
り

柏
原
雅
史

社
会
福
祉
法
人

　桜
井
の
里
福
祉
会

　
　理
事
長

デイサービスセンター桜井の里のお正月風景

デイサービスセンター分水の里もみじのクリスマス風景

新春号 No.382015

桜井の里／〒959-0318新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552

分水の里／〒959-0133新潟県燕市新堀2479番地2
TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100

生きがい広場地蔵堂／〒959-0120
新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

はな広場／〒959-0111新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

謹賀新年
恒例のご利用者・職員の弥彦神社合同参拝

はな広場のお正月風景

当法人ではご利用者のプライバシーに配慮するとともに写真の掲載の際には事前に了解をいただいております

社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌

❶　さくら　第39号（2015.春季号）

春季号 No.392015

桜井の里／〒959-0318
新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地

TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552
分水の里／〒959-0133
新潟県燕市新堀2479番地2

TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100
生きがい広場地蔵堂／〒959-0120

新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

はな広場／〒959-0111
新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

つどい／〒959-0130
新潟県燕市分水桜町３丁目3番16号

TEL（0256）77-5511／FAX（0256）77-5020

地域生活支援施設つどいの全景

４００名の来場があった内覧会時の認知症カフェの風景

玄関前の木製看板

つどい職員が勢ぞろい

社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌

地域生活支援施設つどいが開設しました

夢とプライドを持ち、自己実現と成長できる職場を

YouＴubeで
動画もチェック

特別養護老人ホーム　桜井の里・絆（全個室ユニット型２０名）
短期入所生活介護事業　桜井の里　…………………　（２０名）
デイサービスセンター　桜井の里　…………………　（３０名）
デイサービス　やひこ　………………………………　（２５名）
グループホーム　こいて　……　入所定員（９名）／デイ（３名）
ケアプランセンター　桜井の里
弥彦村地域包括支援センター
弥彦村介護予防支援事業　／　弥彦村認知症総合支援事業
弥彦村医療・介護連携推進事業　／　外出支援サービス事業
桜井の里配食サービス事業
通所型介護予防事業・機能訓練事業

特別養護老人ホーム　桜井の里
（従来型５０名）

利用定員

（桜井の里拠点）

短期入所生活介護事業　分水の里　…………………　（２０名）
デイサービスセンター分水の里　さくら　…………　（３０名）
障害福祉サービス事業　分水の里
分水の里配食サービス事業
通所型介護予防事業・機能訓練事業

分水健康福祉プラザ
デイサービスセンター分水の里　もみじ　………　（３５名）
訪問看護ステーション・桜井
ケアプランセンター　分水の里
燕市分水地区地域包括支援センター
燕市介護予防支援事業　／　燕市認知症総合支援事業
生活支援ハウス　分水こでまり　…………………　（１０名）

特別養護老人ホーム　分水の里
（５０名）

（３５名）

利用定員

（分水の里拠点）

（地域密着サービス拠点）



２
．

理
事

会
の

開
催

状
況

開
催

年
月

日
出

席
理

事
数

欠
席

理
事

数
出

席
監

事
数

議
　

　
　

題
（

報
　

　
　

告
）

会
場

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

理
事

長
の

互
選

に
つ

い
て

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

理
事

長
職

務
代

理
者

の
指

名
に

つ
い

て

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

代
表

監
事

の
指

名
に

つ
い

て

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

常
務

理
事

の
選

任
に

つ
い

て

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

定
款

の
変

更
に

つ
い

て

小
規

模
多

機
能

ホ
ー

ム
つ

ど
い

の
家

　
登

録
定

員
の

変
更

に
つ

い
て

平
成

２
６

年
度

　
社

会
福

祉
法

人
桜

井
の

里
福

祉
会

　
事

業
報

告
に

つ
い

て
　

～
各

拠
点

ご
と

～

平
成

２
６

年
度

　
社

会
福

祉
法

人
桜

井
の

里
福

祉
会

　
決

算
に

つ
い

て
　

１
）

各
拠

点
ご

と

２
）

監
査

結
果

報
告

、
会

計
閉

鎖

予
備

費
の

流
用

に
つ

い
て

評
議

員
の

辞
任

に
つ

い
て

評
議

員
の

選
任

に
つ

い
て

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

新
規

事
業

の
概

要
に

つ
い

て

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

土
地

の
取

得
に

つ
い

て

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

経
理

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

平
成

２
７

年
度

　
社

会
福

祉
法

人
桜

井
の

里
福

祉
会

　
第

１
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

利
用

者
送

迎
車

輌
の

入
札

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

利
用

者
送

迎
車

輌
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

旧
燕

工
業

高
校

跡
地

利
活

用
事

業
へ

の
事

業
者

公
募

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

へ
の

参
加

に
つ

い
て

県
の

指
導

監
査

、
実

地
指

導
の

結
果

に
つ

い
て

弥
彦

村
か

ら
の

土
地

取
得

の
契

約
日

の
変

更
に

つ
い

て

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

定
款

の
変

更
に

つ
い

て

訪
問

看
護

事
業

の
開

始
に

つ
い

て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
の

事
業

計
画

概
要

に
つ

い
て

燕
市

分
水

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

等
の

譲
渡

に
つ

い
て

燕
市

分
水

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

等
の

事
業

計
画

に
つ

い
て

特
定

個
人

情
報

取
扱

規
程

の
制

定
に

つ
い

て

経
理

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

就
業

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

パ
ー

ト
タ

イ
ム

職
員

の
就

業
規

則
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

給
与

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

平
成

２
７

年
度

　
社

会
福

祉
法

人
桜

井
の

里
福

祉
会

　
第

２
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

ベ
ッ

ド
等

一
式

の
入

札
に

つ
い

て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

ベ
ッ

ド
等

一
式

の
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
分

水
の

里
　

地
下

ピ
ッ

ト
配

管
入

替
工

事
の

入
札

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
分

水
の

里
　

地
下

ピ
ッ

ト
配

管
入

替
工

事
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

 建
設

整
備

事
業

 基
本

設
計

業
務

委
託

に
つ

い
て

な
し

な
し

7
人

第
四

回

Ｈ
2

7
.1

0
.2

桜
井

の
里

な
し

な
し

7
人

第
六

回

Ｈ
2

8
.2

.5
桜

井
の

里

第
五

回

Ｈ
2

7
.1

1
.1

9
7

人
な

し
な

し
桜

井
の

里

2
名

第
二

回

Ｈ
2

7
.5

.2
8

7
人

な
し

桜
井

の
里

第
三

回
Ｈ

2
7

.1
0

.2
7

人
な

し
な

し
桜

井
の

里

第
一

回

Ｈ
2

7
.4

.1
７

人
な

し
2

名
桜

井
の

里

開
催

年
月

日
出

席
理

事
数

欠
席

理
事

数
出

席
監

事
数

議
　

　
　

題
（

報
　

　
　

告
）

会
場

組
織

図
・

法
人

本
部

体
制

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

経
理

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

公
印

管
理

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

給
与

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

分
水

の
里

も
み

じ
の

利
用

定
員

の
変

更
に

つ
い

て

新
規

事
業

の
事

業
計

画
及

び
予

算
に

つ
い

て

１
）

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

・
桜

井
の

事
業

計
画

及
び

予
算

２
）

平
成

２
８

年
度

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
次

事
業

　
　

特
別

会
計

予
算

及
び

資
金

計
画

３
）

燕
市

分
水

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

譲
渡

後
の

施
設

名
称

及
び

事
業

計
画

及
び

予
算

４
）

弥
彦

村
か

ら
の

委
託

事
業

の
事

業
計

画
及

び
予

算

平
成

２
７

年
度

　
第

３
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

平
成

２
８

年
度

　
運

営
ケ

ア
計

画
に

つ
い

て
　

～
拠

点
ご

と
～

平
成

２
８

年
度

　
予

算
に

つ
い

て
　

～
拠

点
ご

と
～

第
七

回

Ｈ
2
8
.3

.2
9

7
人

な
し

２
人

桜
井

の
里

－ 4－－ 3－



３
．

評
議

員
会

の
開

催
状

況

開
催

年
月

日
出

席
評

議
員

数
欠

席
評

議
員

数
出

席
監

事
数

議
　

　
　

題
（

報
　

　
　

告
）

　
会

場

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

定
款

の
変

更
に

つ
い

て

小
規

模
多

機
能

ホ
ー

ム
つ

ど
い

の
家

　
登

録
定

員
の

変
更

に
つ

い
て

平
成

２
６

年
度

　
社

会
福

祉
法

人
桜

井
の

里
福

祉
会

　
事

業
報

告
に

つ
い

て
　

～
各

拠
点

ご
と

～

平
成

２
６

年
度

　
社

会
福

祉
法

人
桜

井
の

里
福

祉
会

　
決

算
に

つ
い

て

１
）

各
拠

点
ご

と

２
）

監
査

結
果

報
告

、
会

計
閉

鎖

予
備

費
の

流
用

に
つ

い
て

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

新
規

事
業

の
概

要
に

つ
い

て

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

土
地

の
取

得
に

つ
い

て

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

経
理

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

平
成

２
７

年
度

　
社

会
福

祉
法

人
桜

井
の

里
福

祉
会

　
第

１
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

利
用

者
送

迎
車

輌
の

入
札

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

利
用

者
送

迎
車

輌
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

旧
燕

工
業

高
校

跡
地

利
活

用
事

業
へ

の
事

業
者

公
募

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

へ
の

参
加

に
つ

い
て

県
の

指
導

監
査

、
実

地
指

導
の

結
果

に
つ

い
て

弥
彦

村
か

ら
の

土
地

取
得

の
契

約
日

の
変

更
に

つ
い

て

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

定
款

の
変

更
に

つ
い

て

訪
問

看
護

事
業

の
開

始
に

つ
い

て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
の

事
業

計
画

概
要

に
つ

い
て

燕
市

分
水

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

等
の

譲
渡

に
つ

い
て

燕
市

分
水

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

等
の

事
業

計
画

に
つ

い
て

特
定

個
人

情
報

取
扱

規
程

の
制

定
に

つ
い

て

経
理

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

就
業

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

パ
ー

ト
タ

イ
ム

職
員

の
就

業
規

則
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

給
与

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

平
成

２
７

年
度

　
社

会
福

祉
法

人
桜

井
の

里
福

祉
会

　
第

２
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

ベ
ッ

ド
等

一
式

の
入

札
に

つ
い

て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

ベ
ッ

ド
等

一
式

の
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
分

水
の

里
　

地
下

ピ
ッ

ト
配

管
入

替
工

事
の

入
札

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
分

水
の

里
　

地
下

ピ
ッ

ト
配

管
入

替
工

事
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

 建
設

整
備

事
業

 基
本

設
計

業
務

委
託

に
つ

い
て

組
織

図
・

法
人

本
部

体
制

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

経
理

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

公
印

管
理

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

給
与

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

分
水

の
里

も
み

じ
の

利
用

定
員

の
変

更
に

つ
い

て

新
規

事
業

の
事

業
計

画
及

び
予

算
に

つ
い

て

１
）

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

・
桜

井
の

事
業

計
画

及
び

予
算

２
）

平
成

２
８

年
度

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
次

事
業

　
特

別
会

計
予

算
及

び
資

金
計

画

３
）

燕
市

分
水

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

譲
渡

後
の

施
設

名
称

及
び

事
業

計
画

及
び

予
算

４
）

弥
彦

村
か

ら
の

委
託

事
業

の
事

業
計

画
及

び
予

算

平
成

２
７

年
度

　
第

３
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

平
成

２
８

年
度

　
運

営
ケ

ア
計

画
に

つ
い

て
　

～
拠

点
ご

と
～

平
成

２
８

年
度

　
予

算
に

つ
い

て
　

～
拠

点
ご

と
～

な
し

な
し

1
5

人
第

二
回

Ｈ
2

7
.1

0
.2

桜
井

の
里

第
一

回

Ｈ
2

7
.5

.2
8

1
4

人
1

人
2

名
桜

井
の

里

桜
井

の
里

2
人

1
人

1
4

人
第

五
回

Ｈ
2

8
.3

.2
9

第
三

回

Ｈ
2

7
.1

1
.1

9
1

5
人

な
し

な
し

桜
井

の
里

桜
井

の
里

な
し

な
し

1
5

人
第

四
回

Ｈ
2

8
.2

.5

4. 監事監査と監査法人による巡回監査について

（1）監事による監査
回数 実施年月日 監　査　対　象 備　考

1回 平成27年4月9日 平成２７年１月分、２月分 監事  ２名

本部会計並びに各事業会計について 理事長

2回 平成27年5月21日 平成２７年３月分及び平成２６年度決算 監事  ２名

本部会計並びに各事業会計について 理事長

3回 平成27年8月18日 平成２7年４月分、５月分、６月分 監事  2名

本部会計並びに各事業会計について 理事長

4回 平成27年10月28日 平成２7年７月分、８月分 監事  2名

本部会計並びに各事業会計について 理事長

5回 平成27年12月9日 平成２7年９月分、１０月分 監事  2名

本部会計並びに各事業会計について 理事長

6回 平成28年2月12日 平成２7年１１月分、１２月分 監事  2名

本部会計並びに各事業会計について 理事長

7回 平成28年4月8日 平成２８年１月分、２月分 監事  2名

本部会計並びに各事業会計について 理事長

8回 平成28年5月18日 平成２８年３月分及び平成２７年度決算 監事  2名

本部会計並びに各事業会計について 理事長

（2）監査法人（税理士法人さくら総合会計）による巡回監査

回数 実施年月日

1回 平成27年3月25日 平成２７年１月、２月分本部会計並びに各事業会計

2回 平成27年5月14日

3回 平成27年7月30日 平成２７年４月、５月、６月分本部会計並びに各事業会計

4回 平成27年10月13日 平成２７年７月、８月分本部会計並びに各事業会計

5回 平成27年12月2日 平成２７年９月、１０月分本部会計並びに各事業会計

6回 平成27年1月28日 平成２７年１１月、１２月分本部会計並びに各事業会計

7回 平成28年3月28日 平成２８年１月、２月分本部会計並びに各事業会計

8回 平成28年5月12日

平成２７年３月分本部会計並びに各事業会計
並びに平成２６年度決算

平成２８年３月分本部会計並びに各事業会計
並びに平成２７年度決算

監　査　対　象
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６．法人本部体制

A．法人本部事務局　　　　　　　　

①理事長 法人代表

②常務理事 法人全体総括

③事務局会議主幹 会議等主幹、法人サービス向上委員会

④事務局長 会議等準備、広報委員会

⑤事務局員 各拠点から選出。職場風土向上委員会、

　 人事考課委員会、システム運用担当、

研修委員会、三法人連携

※基本的には全て責任者、担当者あり

　

B．法人本部事務　（平成２７年度）

　　　　

　　

常務理事 事務局長

施設との共通業務

給与業務

人事業務

総務・労務業務

法人全体に関わる会議、行事等主幹、調整ごと

研修業務〔認知症介護実践研修（新潟
市委託）、喀痰吸引等研修〕

顔が見えない電話対応も実は重要 日常業務でのひとコマ本部総務課の日常でのひとコマ 本部経理課がスタート（分水の里内）
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7．法人の委員会の組織状況

　

職場風土向上委員会

法人全体の職場環境の改善・向上に向け活動。職員一人ひとり
を大切に、永く働ける職場となるべく具体的な施策を追求。加
えて、法人運営の根幹である諸規程・諸規則の制定、改定に係
わる検討、実施

法人広報委員会
広報誌「さくら」を年３回発行し、各施設の様子、お知らせ等
を発信。また、年１回は決算報告含む構成３市村へ全戸配布を
実施

法人事務局 法人研修委員会
法人全職員の資質とサービス向上のため、階層・対象者別など
様々な形式の研修を企画・実施。また、内部の研修だけでな
く、外部研修、各種大会での外部発表等も実施

法人ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員会
法人として良いサービスの提供と、危機管理体制を整備するこ
とで、事故を未然に、そして、最小限にとどめられるよう、管
理体制の徹底を図る

法人人事考課委員会
人事考課の公正、かつ公平な運用のための管理と問題把握、及
び、仕事への動機付けとなるよう系統立てて、人事考課制度を
推進

桜会・信濃会・広場会

職員の福利厚生の充実のため、桜井の里、分水の里各々の職員
の互助会的な組織。春の法人の歓送迎会をはじめ、職員旅行、
暑気払い、忘年会、加えて、連携３法人、近隣施設との親睦会
等多くの役割を担う

 

１）平成2７年度は、下記の5委員会と職員互助会を構成
２）各々の委員会の開催内容等は、各々の施設の「事業報告」に記載

8．法人の諸行事全体概要

年 月　日 内　　　　容

平成27年 ４月１日 平成27年度法人入社式　第１回理事会  辞令交付式

８日 事務局会議（桜井の里）

９日 第１回監事会

１２日 新潟国際情報大学学内合同企業説明会

１３日 人事考課委員会

１５日 業務執行部会議

１７日 県央就職ガイダンス（メッセピア）

２２日 事務局会議（分水の里）

２３日 法人職員歓迎会（燕三条ワシントンホテル）

２８日 業務執行部会議

３０日 新卒就職者激励会

5月9日 広報しえん就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

１３日 業務執行部会議

１４日 外部監査

１６日 マイナビ就職ガイダンス（新潟市民プラザ）

２０日 事務局会議（分水の里）

２１日 第２回監事会

２５日 職場風土向上委員会

２７日 業務執行部会議

２８日 第２回理事会　第１回評議員会

３１日 広報しえん就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

6月1日 人事考課委員会

３日 事務局会議（桜井の里）

４日 学校訪問①

５日 学校訪問②

８日 業務執行部会議

１０日 業務執行部会議

１３日 マイナビ就職ガイダンス　ハローワーク就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

１５日 学校訪問③

１６日 学校訪問④

１７日 事務局会議（分水の里）　学校訪問⑤（関東圏）（～１９日）

２１日 広報しえん就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

２２日 職場風土向上委員会　学校訪問⑥

２３日 学校訪問⑦

２４日 業務執行部会議

２６日 長野大学校内就職説明会

２７日 新潟青陵大学・短大校内就職ガイダンス　　ハローワーク合同企業説明会（朱鷺メッセ）

7月1日 事務局会議（桜井の里）

３日 エイシンカレッジ新潟校内就職ガイダンス
７日 人事考課委員会

８日 業務執行部会議　　高校生向け求人説明会（三条）

９日 第１回職員採用試験　　国際こども福祉カレッジ校内就職ガイダンス

１０日 晴陵リハビリテーション学院校内就職ガイダンス

１３日 内部監査（生きがい・はな広場関係）　東北福祉大学等校内就職ガイダンス　学校訪問⑧

１４日 内部監査（桜井の里関係）

１５日 法人事務局会議（分水の里）

１６日 内部監査（分水の里）

１７日 内部監査（本部関係・GH）　福祉職場説明会（新潟）

１８日 広報しえん就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

２２日 業務執行部会議　　高校生向け求人説明会（朱鷺メッセ　）

２５日 福祉職場説明会（長岡）

２７日 職場風土委員会  人事考課委員会

３０日 外部監査　　テクノスクール就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

8月５日 事務局会議（桜井の里）

７日 新潟保健医療専門学校校内就職ガイダンス

－ 10－－ 9－



　

年 月　日 内　　　　容

１０日 施設見学会①　人事考課委員会

１１日 施設見学会②

１２日 業務執行部会議

１８日 第３回監事会

１９日 事務局会議（分水の里）　新潟国際情報大学校内就職ガイダンス

２１日 広報しえん就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

２６日 業務執行部会議

２７日 施設見学③

９月２日 事務局会議（桜井の里）　新潟リハビリテーション大学校内就職ガイダンス

4日 第２回職員採用試験

８日 障がい者就職ガイダンス（長岡ハイブ）

９日 業務執行部会議

１０日 人事考課委員会　　テクノスクール就職ガイダンス（三条メッセピア）

１５日 新潟医療福祉大学校内就職ガイダンス

１６日 事務局会議（分水の里）

２０日 広報しえん就職ガイダンス

２４日 新潟県県主催就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

２５日 巻ハローワーク主催就職ガイダンス（巻）

２８日 職場風土向上委員会

３０日 業務執行部会議

１０月２日 第３回理事会　第４回理事会　第２回評議員会

５日 人事考課委員会

７日 事務局会議（桜井の里）

８日 第３回職員採用試験

１３日 外部監査

１４日 業務執行部会議　高校生向け就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

１５日 テクノスクール就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

２１日 事務局会議（分水の里）

２２日 ハローワーク合同企業説明会（朱鷺メッセ）

２４日 広報しえん就職ガイダンス

２８日 業務執行部会議  　第４回監事会

１１月２日 中小企業団体連合会主催就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

4日 事務局会議（桜井の里）

５日 第４回職員採用試験

１１日 業務執行部会議

１８日 事務局会議（分水の里）

１９日 第5回理事会　第３回評議員会

２０日 学校訪問⑨（東京）（～２１日）

２４日 新潟県県主催就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

２５日 業務執行部会議　職場風土向上委員会

12月2日 事務局会議（桜井の里）　外部監査

4日 第５回職員採用試験

７日 人事考課委員会

９日 業務執行部会議　第５回監事会

１０日 テクノスクール就職ガイダンス（ハイブ長岡）

１６日 事務局会議（分水の里）

２２日 テクノスクール就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

３０日 業務執行部会議

平成２８年 1月4日 新年挨拶回り

６日 事務局会議（桜井の里）　臨時執行部会議

７日 臨時執行部会議

１３日 業務執行部会議

１８日 人事考課委員会

２０日 事務局会議（分水の里）　ハローワーク就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

２５日 職場風土向上委員会

２７日 業務執行部会議

２８日 外部監査

２９日 第６回職員採用試験

2月1日 人事考課委員会

年 月　日 内　　　　容

３日 事務局会議（桜井の里）　臨時執行部会議

５日 第６回理事会　第４回評議員会　臨時執行部会議 

１０日 業務執行部会議

１１日 臨時業務執行部会議

１２日 第6回監事会

１６日 ジョブカフェ就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

１７日 事務局会議（分水の里）　臨時業務執行部会議

１９日 長岡大学校内就職ガイダンス

２３日 第７回職員採用試験　臨時業務執行部会議　テクノスクール就職ガイダンス（三条）

２４日 業務執行部会議　ミニ就職ガイダンス（ハローワーク巻）

３月２日 事務局会議（桜井の里）

３日 テクノスクール就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

７日 人事考課委員会

９日 業務執行部会議

１１日 敬和学園大学合同企業説明会

１６日 事務局会議（分水の里）

２３日 業務執行部会議

２８日 職場風土向上委員会  外部監査

２９日 第７回理事会　第５回評議員会
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（1）内部研修

月　　日 対象者 人数

平成２7年3月30
日～4月３日

平成２７年４月
新規採用職員他

３６名

6月１０日
１７日２３日

勤務３年目未満職員 101名

7月2日 指導的職員 47名

7月 8日 勤務２年目職員 20名

8月12日
　9月 9日

勤務３年目職員 18名

9月30日
10月14日

平成２７年４月
新規採用職員他

51名

１１月１１日
２４日３０日

常勤職員 １１０名

12月9日
勤続9年目

１０年目職員
36名

平成28年1月13
日

勤務5年目職員 16名

2月10日 人事考課考課者 40名

（2）外部研修・出張等

月　　日 方式 開催期間 対象者 人数

平成27年5月18日 講演 1日 常務理事 1名

5月20日 講義 ３日 事務局長 1名

6月16日 講義 1日 本部事務員 1名

7月9日 情報交換他 半日 事務局長 1名

7月23日 講演 1日 常務理事 1名

9月2日 講義他 半日 常務理事・事務局長 2名

9月15日 講演 半日 常務理事 1名

9月16日 講義 半日 本部事務員 1名

9月25日 講演他 半日 常務理事 1名

１０月１１日～１２日 講義他 2日 常務理事 1名

10月13日 情報交換他 半日 事務局長 1名

10月20日 講演 1日 常務理事 1名

10月26日 情報交換他 半日 事務局長 １名

横山　稔

法人階層別研修/意思決定と権利擁護について

法人人事考課研修会/人事考課における考課者の心構え 川村　小津江

法人階層別研修/認知症の人のケアを学ぶ

法人階層別研修/生活の捉え方

川村　小津江

土屋　誠

佐々木　勝則

法人新規採用職員フォローアップ研修 片山達也・小林豊

法人高齢者虐待防止研修 土屋　誠

日本認知症グループホーム協会
新潟県支部研修

新潟県老人福祉施設研究大会

介護支援専門員専門研修Ⅱ研修

課題整理総括表の理解と基本的活用に
ついて

新潟県老人福祉施設協議
会

新潟県・広報しえん

研　　　修　　　名 主　催　者

法人階層別研修/中核職員としての役割を学ぶ

日本認知症グループホーム協会
新潟県支部研修

日本認知症グループホーム協会
新潟県支部研修

日本認知症グループホーム協会

新潟県社会福祉会

全国社会福祉協議会人事管理講座 中央福祉学院

新発田労働基準協会労務担当者実務担当者講習会

県外大学等との情報交換会 新潟県・広報しえん

中小企業のためのマイナンバーセミ
ナー

日本認知症グループホーム協会

法人階層別研修/「高齢者虐待防止」について 延命政之顧問弁護士

法人新規採用職員研修/介護保険制度の概要　他 柏原理事長、他

9．法人の内部・外部研修等の開催・参加状況

研　　修　　名　/　研　修　内　容 講師（講演者）

法人人事考課研修/人事考課制度について 法人人事考課委員

県内大学等との情報交換会 新潟県・広報しえん

県外大学等との情報交換会 新潟県・広報しえん

新潟県介護支援専門員協
会

日本認知症グループホーム協会

日本認知症グループホーム大会 日本認知症グループホーム協会

月　　日 方式 開催期間 対象者 人数

11月11日 講義他 半日 事務局長 １名

11月18日 講義他 半日 事務局長 1名

11月19日 講義 1日 本部事務員 ２名

1月20日 講演 1日 常務理事 1名

1月22日 講義他 1日 常務理事 1名

2月16日 講義他 半日 事務局長 1名

2月25日 講演 1日 常務理事 1名

３月９日～１０日 講演他 2日 常務理事 1名

敬和学園大学就職懇話会 敬和学園大学

県介護支援専門員協会スーパービジョン研修 新潟県介護支援専門員協会

研　　　修　　　名 主　催　者

社会福祉施設職員等退職手当共済制度実務研修
会

新潟国際情報大学就職情報交換会 新潟国際情報大学

独立行政法人福祉医療機構

日本認知症グループホーム協会
関東甲信越ブロック研修

日本認知症グループホーム協会

日本認知症グループホーム協会3.11　５周年メ
モリアル事業プレ企画

日本認知症グループホーム協会

労務セミナー 介護労働安定センター

日本認知症グループホーム協会
新潟県支部研修会

日本認知症グループホーム協会

－ 14－－ 13－



10．関係する外部機関・団体への参画状況

（１）関係する外部機関・団体への講師、発表等

（２）関係する外部機関・団体の役職歴等

ＮＯ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

新潟県介護支援専門員協会

新潟県老人福祉施設協議会

常務理事　佐々木　勝則

講演

講義講師（愛媛支部）

地域密着型サービス集団指導講師 常務理事　佐々木　勝則

11月27日

特養雪椿の里 常務理事　佐々木　勝則

12月6日

常務理事　佐々木　勝則

平成28年1月7日

講義講師

新潟県認知症行方不明者対策推進会　委員

外部評価機関『あいエイド新潟』評価審査委員

新潟県社会福祉士会

弥彦村

新潟県社会福祉士会

常務理事　佐々木　勝則

日本認知症グループホーム協会

長岡市

2月2日

２月９日、3月８日

2月22日

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

主催

常務理事　佐々木　勝則

同協会

同協会

日本認知症グループホーム協会　新潟県支部支部長

新潟県介護支援専門員協会　理事

新潟県介護支援専門員協会　養成研修委員長

役職名等

新潟県

新潟県介護支援専門員指導者 常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則 認知症介護研究研修仙台センター

常務理事　佐々木　勝則

3月11日 高齢者虐待防止研修講師 南魚沼地域振興局 常務理事　佐々木　勝則

（公社）日本認知症グループホーム協会

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

弥彦村総合戦略策定会議委員

日本認知症グループホーム協会　理事

1月8日

1月15日

介護支援専門員実務研修講師

認知症介護実践者研修講師

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

高齢者虐待の要因分析と地方自治体の施策促進に関する
調査研究事業（平成27年高齢者虐待の要因分析と対応
実務課題の解決・共有に関する調査研究事業）委員

研修会講師（岡山） 日本認知症グループホーム協会

高齢者虐待対応委員会相談支援部会委員

同協会

常務理事　佐々木　勝則3月25日

県庁職員認知症サポーター養成講座講師

講義講師

高齢者虐待対応における実務課題の共有・改善に関する研修会講師

新潟市西蒲区民生児童委員会

社会福祉法人東北福祉会
認知症介護研究・研修仙台センター

新潟県

（一社）新潟県介護支援専門員協会

氏名

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

魚沼市

愛媛県

加賀市

常務理事　佐々木　勝則NPOあいごの会

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

新潟県

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

品川区 常務理事　佐々木　勝則

秋葉区障がい施設連絡協議会

埼玉県庁

6月16日

6月18日

7月4日

就職ガイダンス講師

講義講師（京都支部）

研修会講師

７月７日、１４日

7月13日

8月11日

認知症介護実践者研修講師

11月25日

10月17日 講義講師

講師

日本認知症グループホーム協会

認知症介護開設者研修講師

日本認知症グループホーム協会

高齢者虐待防止研修講師

9月12日

9月29日

10月19日

講演

認知症介護開設者研修講師

講義講師

常務理事　佐々木　勝則

１１月９日、１０日

11月13日

認知症介護実践者研修講師（新発田市）

研修会講師（岩手県支部）

8月30日

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

月　　日 講師・講演内容 主催者 講師名

平成27年5月26日

6月5日

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

講演

講義講師

新潟県民生委員協議会

国際子ども福祉カレッジ

新潟医療福祉大学

日本認知症グループホーム協会

長岡地域介護支援専門員協会

新潟県

ＮＯ

11

12

13

14

15 障害者職業生活相談員

16

17

（３）マスコミ取材・寄稿等

　　H28.1月から毎週火曜掲載中新潟日報社　　「豊かな老後をめざして」

公正採用選考人権啓発推進員 事務局長　高橋　学 厚生労働省

国際こども福祉カレッジ精神保健福祉学科　非常勤講師 事務局長　高橋　学 同校

燕市西蒲勤労者福祉サービスセンター　評議員 事務局長　高橋　学 燕市西蒲勤労者福祉サービスセンター

事務局長　高橋　学 （独）高齢・障害求職者雇用支援機構  　

職業家庭両立推進者 事務局長　高橋　学 新潟県労働局

国際こども福祉カレッジ社会福祉学科　非常勤講師 事務局長　高橋　学 同校

役職名等 氏名 主催

弥彦村介護保険計画策定委員 常務理事　佐々木　勝則 弥彦村

－ 16－－ 15－



11．三法人・行政や県外の法人・企業との連携・協力体制　

項　　目 内　　　　　容

●緊急時・災害時の職員の派遣案作り

●緊急ショート入所対応案作り

　上記が、効果的かつ円滑に実施されるための

　連携を継続して検討

●合同研修、企画実施

　・同職種、同専門職種間共同勉強会 研修日 研修職員 研修先

●職員の交換研修、相互評価事業 9月 DSやひこ介護職員 DSひまわりの園

9月 分水の里介護職員 白ふじの里

9月
生きがい広場ＤＳ
ﾘｰﾀﾞｰ・生活相談

ＤＳ白ふじの里

10月 分水の里介護職員 さわたりの郷

11月 桜井の里介護職員 白ふじの里

11月 ＤＳ桜井の里介護職員 DSひまわりの園

11月 ＳＳ分水の里介護職員 SSひまわりの園

研修日 研修先 研修職員

10月 ＤＳ桜井の里 ＤＳひまわりの園介護職員

10月 ＳＳ桜井の里 SSひまわりの園介護職員

10月 桜井の里 つばくろの里生活支援員

10月 分水の里 つばめ福寿園介護職員

11月
生きがい広場地蔵堂

生きＤＳ及び交流ホー
ム

生きがいＤＳ（吉田地区
生きがい活動支援事業）

介護職員

11月 ＤＳ分水の里さくら
ＤＳひまわりの園

生活相談員兼介護職員

11月 生きがい広場ＤＳ ＤＳ白ふじの里生活相談員

11月 生きがい広場ＤＳ ＤＳ白ふじの里介護職員

11月 分水の里 白ふじの里介護職員

●預かり保育サービス｢きららおひさまこども園｣運
営・利用

●各施設の福利厚生実施の把握と検討

●3法人でのスポーツ大会

８８名が参加のボーリング大会を実施

（１）三法人との連携・協力体制
燕市内三つの社会福祉法人、つばめ福祉会、吉田福祉会、そして、桜井の里福祉会の日常的かつ緊急的に連携・協力体
制については、7年目のH26年度は以下の3つの項目を柱として継続して実施。

平成2６年度実施内容

リスク
マネジメント

●緊急時・災害時の施設利用、受入に関わる相談・
支援体制案作り

●左記連携体制を継続して実施

人材育成

●交換研修派遣　※１名づつ

福利厚生

実利用３名、のべ利用１２８回／年

平成２８年１月３０日、三条ポップボウル
にて

●交換研修受入れ　※１名づつ

（２）行政や県外の法人・企業、地方自治体との連携・協力体制

①災害・緊急時の他法人との連携・協力体制について

　平成２３年の東日本大震災を契機とし、かねてより交流のあった岩手県大船渡市、

陸前高田市の（福）典人会への職員派遣、翌平成２４年には「２法人の・協力に関する協定」

を交わし、平成２５年は１年をかけ、常時２名の介護職員を現地へ派遣しました。

　そして、内部では「災害介護派遣規程」を制定し、有事の際に対応すべく体制をまとめると

同時に定期的に研修を開催して参りました。

②自然災害被災地への職員の派遣

　茨城県常総市の水害を受けたデイサービスセンターへ、また東日本大震災を受けた福島県

いわき市の特別養護老人ホームへも、各々の関係団体・機関より要請を受け、派遣を行って

参りました。

　さらに、今年４月１４日熊本地震発生の際には、熊本県内でも最も被害の大きかった地域の

ひとつである益城郡の甲佐町のグループホーム、こちらもかねてからの知り合いでしたが、

合計４名の職員の派遣を終え、６月にはそれら報告会、年度ごとに募る緊急時災害介護派遣

チーム（ＤＣＡＴ）の任命式を予定しているところです。

③「福祉避難所」の設置・運営に関する協定の締結について

　緊急時、災害時において、避難される方々が

増大し、困難な状況に陥ることへの

対応として、そして、社会福祉法人の「地域貢献」

という大事な使命を含め、平成２６年度に燕市と

燕市内の３法人（他つばめ福祉会、吉田福祉会）と各々の

法人の施設を避難所として提供し、人的な相互協力を

行う協定を締結しましたが同様にこの春に

弥彦村と協定を結んでおります。

熊本県上益城郡の施設の外観 派遣施設での食事準備の様子

燕市と市内３法人で「福祉避難所」の協定締結

－ 18－－ 17－



顧問弁護士／延命法律事務所　弁護士　延 命 政 之
◦横浜弁護士会副会長　◦日本弁護士連合会「高齢者・障害者の権利に関する委員会」副委員長

◦「高齢社会対策本部」事務局長（現在に至る）等を歴任

　　　　　　　／さくらマネジメントグループ　税理士法人　さくら総合会計
グループ代表　代表社員　庵　原　宏　章　
新潟事務所所長　代表社員　西 久 保 勝 郎

顧 問 税 理 士
顧問社会保険労務士

（３）顧問契約について

　　当法人では、正確な会計・経理業務のため外部監査法人、あるいは人事・労務面での

適切な対応、アドバイスを受けるため社会保険労務士と、そして、ご利用者の権利擁護、万が一の

時の法律相談のため弁護士とも顧問契約を結んでおります。

　　さらに、来年度より施行される社会福祉法等の一部改正に伴い、私どもの業界を取巻く

環境が大きく変わる予定ですが、必要な関係各所と連携、意見を仰ぎながら、法人としての

対応をして参ります。

研修名称 参加人数

研修名称 研修のねらい 参加人数

基本研修（演習） 実地研修

2.その他
平成28年度も継続して実施する。

　平成２８年

1月1日（木）

～
　平成２８年

3月31日（木）

会場：各事業所

1
喀痰吸引等研修
（第一号研修・
第二号研修）

平成28年度も継続して新潟市より委託を受け実施する。

基本研修（講義）

10月23日（金）
～

12月11日（金）

会場：桜井の里・分水の里

開催日時・会場

計８日間
　平成27年

研修のねらい

○認知症ケアを推進し、認知症の人に対するケアの質向上を
目指す人材になること

○認知症の「その人の有する能力に応じ、自立した生活を送
るため」の支援の考え方を学ぶこと

○認知症の人の生活を支援する地域ケアの考え方を学ぶこと

2.その他

平成2７年

平成27年

1.受託研修内容等について・・・全て講義と職場内外研修とレポート提出

平成27年

○認知症の人の生活が豊かになるようケアの現場で実践でき
るようになること

会場：新潟テルサ

12．法定研修の実施状況

開催日時・会場

平成2７年
11月19日（木）

会場：新潟テルサ

平成27年

平成27年

会場：新潟テルサ

平成27年

　平成27年

平成27年

～

8月25日（火）

○実践者研修で得られた知識・技術をさらに深め実践できる
こと
○認知症の人の支援を実践するチームリーダーとして、他の
職員をリードし、チームケアの中心となる役割を担うことが
できるようになること

○認知症の人の生活を支援する地域ケアの考え方を学ぶこと

（１）新潟市認知症介護実践者等養成研修

（2）喀痰吸引等研修（第一号研修・第二号研修）
1.研修内容等について

～

～
6月4日（木）

8月20日（木）

1   計50名
第1回新潟市認知
症介護実践研修
（実践者研修）

2
新潟市認知症介護
実践研修（実践
リーダー研修）

計22名

○認知症ケアを推進し、認知症の人に対するケアの質向上を
目指す人材になること

○認知症の「その人の有する能力に応じ、自立した生活をお
くるため」の支援の考え方を学ぶこと

10月1日（木）

○認知症の人の生活が豊かになるようケアの現場で実践でき
るようになること

第２回新潟市認知
症介護実践研修
（実践者研修）

4   計55名

12月15日（火）

10月29日（木）

○認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、認知症
対応型共同生活介護の事業所を管理・運営していくために必
要な知識及び技術の習得ができるようになること

○管理者として、事業所を管理・運営していくための理念及
び知識、技術習得に加え、認知症の人に対するケアの向上を
図ることができるようになること

～
  計23名3

新潟市認知症対応
型サービス事業

管理者研修
10月30日（金）

会場：新潟テルサ

平成２４年度から「社会
福祉士及び介護福祉士
法」の一部改正により、
介護福祉士及び一定の研
修を受けた介護職員等に
おいては、医療や看護と
の連携による安全確保が
限られている事等、一定
の条件の下で「たんの吸
引等」の行為を行うため

  28名

会場：分水の里

　平成27年

12月15日（火）

～
　平成27年

12月22日（火）

筆記試験

12月14日（月）　会場：桜井の里

－ 20－－ 19－



１３．職員採用活動状況 （単位＝人）

Ｎｏ 　　内　　　　　　容 　　　　　　　　　　　主　催　・　詳　細 対応等 面談者 見学者 累計

1 　　就職ガイダンス １／２０（火） ハローワーク就職ガイダンス（新潟） 高橋・野口 1

2 　　校内就職ガイダンス ２／２０（金） 長岡大学校内就職ガイダンス 平沢 6 7

3 　　就職ガイダンス ２／２４（火） ＹＯＵターン就職フェア（東京ネスパス） 高橋 2

4 　　就職ガイダンス ２／２５（水） 労働局若者のための就職フェア 高橋・前山 2 11

5 　　就職ガイダンス ３／１０（火） テクノスクール就職ガイダンス（新潟） 高橋・野口 9

6 　　校内就職ガイダンス ３／１３（金） 敬和学園大学校内就職ガイダンス 前山 5 25

7 　　校内就職ガイダンス ４／１２（土） 新潟国際情報大学校内就職ガイダンス 野口 9

8 　　就職ガイダンス ４／１７（金） ハローワーク就職ガイダンス（三条） 高橋・前山 2 36

9 　　就職ガイダンス ５／９（土） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・平沢 9

10 　　就職ガイダンス ５／１６（土） マイナビ就職ガイダンス 高橋・前山 6

11 　　OB訪問・見学会① ○ ５／２９（金） ５月見学者累計 ― 3

12 　　就職ガイダンス ５／３１（土） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・平沢 6 57

13 　　県内大学等訪問①、② ６／４（木）～５（金） 長岡地区学校等訪問 常務理事・高橋 ―

14 　　就職ガイダンス ６／１３（土） マイナビ就職ガイダンス 高橋・前山 8

15 　　就職ガイダンス ６／１３（土） ハローワーク合同企業説明会 野口 0

16 　　県内大学等訪問③、④ ６／１５（月）～１６（火） 新潟地区学校訪問 常務理事・高橋 ―

17 　　県外大学等訪問① ６／１７（水）～１９（金） 関東地区学校訪問 横山施設長・高橋 ―

18 　　就職ガイダンス ６／２１（土） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・平沢 5

19 　　県内大学等訪問⑤、⑥ ６／２２（月）～２３（火） 新潟地区学校訪問 常務理事・高橋 ―

20 　　OB訪問・見学会② ○ ６／２５（木） ６月見学者累計 ― 3

21 　　県外大学等訪問② ６／２６（木）　 長野大学訪問 高橋 ―

22 　　就職ガイダンス ６／２７（土）　 新潟青陵大学・短大合同校内就職ガイダンス 高橋 14

23 　　就職ガイダンス ６／２７（土）　 中小企業団体連合会就職ガイダンス 平沢 0 84

24 　　就職ガイダンス ７／３（金） エイシンカレッジ校内就職ガイダンス 野口 12

25 　　県内大学等訪問⑦ ７／３（金） 敬和学園大学訪問 常務理事・高橋 ―

26 　　就職ガイダンス ７／８（水） 高校生向け就職ガイダンス（県央、三条） 前山 15

27 　　OB訪問・見学会③ ○ ７／９（木） ７月１回目見学者 ― 6

28 　　情報交換会 ７／９（木） 県外大学等との情報交換会 高橋

29 　　職員採用試験 ７／９（木） 職員採用試験① 　 ― ―

30 　　校内就職ガイダンス ７／９（木） 国際こども福祉カレッジ校内就職ガイダンス 高橋 60

31 　　校内就職ガイダンス ７／１０（金） 白根高校就職講話 高橋 80

32 　　校内就職ガイダンス ７／１０（金） 晴陵リハビリテーション学院 平沢 5

33 　　県外大学等訪問② ７／１３（月）～１４（火） 東北福祉大校内就職ガイダンス、他訪問 高橋 2

34 　　就職ガイダンス ７／１７（金） 福祉職場説明会（新潟） 高橋・前山 13

35 　　就職ガイダンス ７／１８（土） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・平沢 5

36 　　就職ガイダンス ７／２２（水） 高校生向け就職ガイダンス（新潟） 平沢・野口 30

37 　　OB訪問・見学会④ ○ ７／２３（木） ７月２回目見学者 ― 3

38 　　就職ガイダンス ７／２５（土） 福祉職場説明会（長岡） 高橋・前山 5 　

39 　　就職ガイダンス ７／３０（木） テクノスクール就職ガイダンス（新潟） 高橋・野口 10 321

40 　　校内就職ガイダンス ８／７（金） 新潟保健医療専門学校 土屋施設長・高橋 4

41 　　施設見学会① ○ ８／１１（月） 法人内施設見学① 　 ― 6 　

42 　　施設見学会② ○ ８／１２（火） 法人内施設見学② 　 ― 5 　

43 　　校内就職ガイダンス ８／１９（水） 新潟国際情報大学校内就職ガイダンス 高橋・野口 3

44 　　就職ガイダンス ８／２１（金） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・平沢 5

45 　　OB訪問・見学会⑤ ○ ８／２７（木） ８月見学者累計 ― 5 333

46 　　校内就職ガイダンス ９／２（水） 新潟リハビリテーション大学校内就職ガイダンス 高橋・平沢 2

47 　　職員採用試験 ９／４（金） 職員採用試験② 　 ― ―

48 　　就職ガイダンス ９／８（火） 障がい者就職ガイダンス 高橋 2

49 　　見学会 ９／１５（火） ハローワーク主催見学会 　 　 9

50 　　校内就職ガイダンス ９／１５（火） 新潟医療福祉大学校内就職ガイダンス 高橋 2

51 　　就職ガイダンス ９／２０（土） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・平沢 5

52 　　就職ガイダンス ９／２４（木） 新潟県主催就職ガイダンス 高橋・平沢 1

53 　　就職ガイダンス ９／２５（金） 巻ハローワーク主催就職ガイダンス 高橋・前山 5 　

54 　　OB訪問・見学会⑥ ○ ９月 ９月見学者累計 ― 4 350

55 　　職員採用試験 １０／８（木） 職員採用試験③ ― ―

56 　　情報交換会 １０／１３（火） 県内大学等就職情報交換会 高橋 ― ―

57 　　就職ガイダンス １０／１４（水） 障害者雇用ガイダンス 高橋 3

58 　　就職ガイダンス １０／１４（水） 高校生就職ガイダンス 平沢 3

59 　　就職ガイダンス １０／１５（木） テクノスクール就職ガイダンス 高橋・野口 11

60 　　就職ガイダンス １０／２２（木） 大学等合同企業説明会 高橋・野口 2

61 　　就職ガイダンス １０／２４（金） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・平沢 3

62 　　情報交換会 １０／２６（月） 県外大学等就職情報交換会 高橋 ―

63 　　OB訪問・見学会⑥ ○ １０月 １０月見学者累計 ― 3 372

64 　　職員採用試験 １１／５（木） 職員採用試験④ ―

65 　　就職懇話会 １１／１１（水） 敬和学園大学就職懇話会 高橋 ―

66 　　情報交換会 １１／２４（火） 新潟県主催合同就職ガイダンス 0

67 　　OB訪問・見学会⑥ ○ １１月 １１月見学者累計 ― 4 0

68 　　就職ガイダンス １２／４（金） 職員採用試験⑤ 2

69 　　就職懇話会 １２／１０（木） テクノスクール就職ガイダンス 8

70 　　就職懇話会 １２／２２（火） テクノスクール就職ガイダンス 　

71 　　OB訪問・見学会⑦ ○ １２月 １２月見学者累計 ― 　 382

72 　　採用試験 １／２９（金） 職員採用試験⑥　 　 5

73 　　OB訪問・見学会⑦ ○ １月 １月見学者累計 ― 5 387

74 　　就職ガイダンス ２／１６（火） ジョブカフェ就職ガイダンス 野口 2

75 　　校内就職ガイダンス ２／１９（金） 長岡大学校内就職ガイダンス 平沢 8

76 　　施設見学会 ２／１９（金） ハローワーク主催施設見学 ― 8

77 　　就職ガイダンス ２／２３（火） テクノスクール就職ガイダンス 野口 11

78 　　職員採用試験 ２／２３（火） 職員採用試験⑥ 6

79 　　就職ガイダンス ２／２４（水） ハローワークミニ就職ガイダンス 高橋・野口 3

80 　　OB訪問・見学会⑦ ○ ２月 ２月見学者累計 ― 2 417

81 　　校内就職ガイダンス ２／１１（金） 敬和学園大学校内就職ガイダンス 前山 6

82 　　OB訪問・見学会⑧ ○ ３月 ３月見学者累計 ― 6 423

423

474

89.2%

３月までの累計 72

前年比 93.5%

昨年同期での累計 77

－ 22－－ 21－



１４．本部の取組目標　　（平成２７年度）

A．職員４００人体制を迎え、本部業務を見直しながら均等化、

　　　　　標準化を図り、盤石な本部体制をめざす

B．拠点間の連携や必要な情報の伝達のスピード化と共有化を図る

　　

Ｃ．各拠点での年初の計画、収入、人件費目標を達成できるよう

　　適切な人件費の把握、予測を含めた管理を行う

Ｄ．職員が働きやすいよう、また、長く働き続けられるよう

　　情報収集を図りながら、福利厚生含む職場・労働環境の向上を図る

E．災害介護派遣規程制定３年目を迎え、毎年６月に登録職員を募り、

　　内部研修等を実施し浸透を図り、不測の事態に備える

Ｆ．法人あるいは拠点で必要なセキュリティー対策を検討し、

　　導入のための基礎作りを行う

　

新潟市委託の認知症介護実践研修時の様子

新規採用職員研修でのグループワークの様子

（ホテル飛鳥にて）

分水健康福祉プラザの開設準備を

（旧燕市分水保健福祉センターの譲渡を受けて）

入社式・辞令交付式、定年退職・永年勤続表彰

１５. 広報誌等情報の公開状況

（１）情報の公開に係わる制作物等

種類 内容

①広報紙さくら 下記（２）の要領にて、年３回発行

②ホームページ 情報発信手段のひとつ。職員の真剣な様子、かつ楽しい職場の様子を掲載

③事業報告 年度ごとの各施設の運営・取組状況を報告。毎年５月月内完成

④運営ケア計画 年度ごとの各施設の運営の目標等を説明。毎年３月月内完成

⑤カレンダー ご利用者及びそのご家族へ配布

⑥パブ等取材対応 随時対応

（２）広報誌さくら発行時期及び部数

内容 発行時期 体裁 部数 配布先

①春季号 ４月末頃 全カラー ２，３００部 ご利用者・ご家族、関係機関等へ配布

②秋季号 ９月中旬 全カラー １２，０００部

ご利用者・ご家族、関係機関等へ配布。

加えて、構成３市・村へ全戸配布。

年度ごとの決算一覧（Ａ４）添付

③新春号 １月末頃 全カラー ２，３００部 ご利用者・ご家族、関係機関等へ配布

①春季号イメージ（表裏のみ）

❶　さくら　第42号（2016.春季号）

はな広場／〒959-0111
新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

春季号No.42
2016

桜井の里／〒959-0318
新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552

分水の里／〒959-0133
新潟県燕市新堀2479番地2
TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100

生きがい広場地蔵堂／〒959-0120
新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

つどい／〒959-0130
新潟県燕市分水桜町３丁目3番16号
TEL（0256）77-5511／FAX（0256）77-5020

社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌

当法人ではご利用者のプライバシーに配慮するとともに写真の掲載の際には事前に了解をいただいております

さくら　第42号（2016.春季号）�

編集
後記

訪問看護ステーション・桜井　利用申込開始

ホームページアドレス：http://www.sakurai-fukushi.or.jp

法
人
か
ら
の

お
知
ら
せ
‼

いよいよ新年度がスタートしました。そんな最中に、熊本地震が起き、被災された方々に心よりお見舞い申し上げ
ます。と同時に復興をお祈りします。当法人は、１週間、熊本県益城郡のグループホームへ４人の職員を派遣しまし
た。今後も法人として、何かできることを考え行動したいと考えております。

訪問看護ステーション・桜井　利用申込開始
この春、おかげさまで、かねてよりご利用者・ご家族・地域の方々からご要望のありました訪問看護事業

（予防含む）である「訪問看護ステーション・桜井」を開所する運びとなりました。
当事業の特色は、ご自宅・ご家族での療養生活を支援するために、かかりつけの医師の指示にもとづき、

看護師・理学療法士らがご自宅を訪問するサービスです。又、開設場所は地域の方に馴染み深い旧燕市分水
保健福祉センターであり、同時期に燕市より譲渡を受け、名称を「分水健康福祉プラザ」とし、今までの当
法人の施設サービス、在宅サービスに加え、より拡充をめざすところです。
今までの事業同様、より地域に根ざした信頼される事業を、スタッフ一同めざしますので皆様どうぞ気軽

にご相談、ご利用下さい。心よりお待ちしております。

新規
オー
プン

①病状や全身状態の観察
②清拭・洗髪等による清潔の保持、
　食事及び排泄等日常生活の世話
③じょく瘡の予防・処置
④リハビリテーション
⑤ターミナルケア、
　認知症患者の看護
⑥療養生活への指導・助言等
⑦カテーテル等の交換・管理
⑧その他在宅療養を行うために必要な医師の指示による
医療処置

主なサービス内容
①訪問看護ステーション・桜井（１Ｆ）
②燕市分水地区地域包括支援センター（１Ｆ）
③ケアプランセンター分水の里（２Ｆ）
（４月より特別養護老人ホーム分水の里より移転）

上記当法人の事業の他、今まで通り
①燕市社会福祉協議会分水支所様
②分水地区老人クラブ連合会様
③介護予防事業等
の活動場所ですので合わせてよろしくお願いいたします。

分水健康福祉プラザのご案内

訪問看護ステーション・桜井
〒959-0133　新潟県燕市新堀1138番地1（分水健康福祉プラザ内）
☎（０２５６）78－8300　FAX（0256）78－8302
E-mail : homon@sakurai-fukushi.or.jp

新規採用職員研修 平成28年度
入社式・辞令交付式
永年勤続・定年退職者らを表彰

当法人には、新人の職員でも安心して技術を修得し、
しっかりご利用者とかかわれるよう様々な研修制度が
あります。標記研修もその中の大切なひつつであり、
３月末より３日間、１週おいて「ホテル飛鳥」にて１
泊２日の研修を行ない、小誌の発行の頃には、各々の
配属に少しずつ馴れた頃かと思いますが、これからも
どんどん力を発揮していくところです。

今春は、福祉に夢を掲げた28名が入社し、その後、
永年勤続の方５名、定年退職の方２名を囲み、和やか
な茶話会を催しました。

「人として」、スタートは
柏原理事長より

誓いの言葉
デイサービスやひこ、生
活相談員兼介護職員の高
山惠衣より

寺泊岬温泉「ホテル飛鳥」
で泊まりがけの研修
（グループワーク時）

茶話会では、昔の写真も
登場し、懐かしさで万感
の思いが

「訪問看護ステーション・
桜井」の配属スタッフら

この春より分水健康福祉プラザへ
（旧燕市分水保健福祉センター）特別養護老人ホーム分水の里向かい

お 問 い 合 わ せ 、 ご 利 用 は
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②秋季イメージ（表裏のみ）

③新春号イメージ（表裏のみ）
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ま
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社
会
福
祉
法
人

　桜
井
の
里
福
祉
会

　
　理
事
長

当法人ではご利用者のプライバシーに配慮するとともに写真の掲載の際には事前に了解をいただいております

新春号No.41
2016

桜井の里／〒959-0318
新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552

分水の里／〒959-0133
新潟県燕市新堀2479番地2
TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100

生きがい広場地蔵堂／〒959-0120
新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

はな広場／〒959-0111
新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

つどい／〒959-0130
新潟県燕市分水桜町３丁目3番16号
TEL（0256）77-5511／FAX（0256）77-5020

社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌

ご利用者・職員合同で弥彦神社参拝へ

＂かるた取り＂ はいつの間にか真剣に

福は＂福笑い＂ から

皆さんのところへもサンタクロースが舞い降りましたか？

謹 賀 新 年

❶　さくら　第40号（2015.秋季号）

秋季号No.40
2015社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌

桜井の里／〒959-0318
新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552

分水の里／〒959-0133
新潟県燕市新堀2479番地2
TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100

生きがい広場地蔵堂／〒959-0120
新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

はな広場／〒959-0111
新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

つどい／〒959-0130
新潟県燕市分水桜町３丁目3番16号
TEL（0256）77-5511／FAX（0256）77-5020

楽しかった、桜井の里納涼祭にて

枝豆もぎ、味付けは神の領域（はな広場）

たわわに実ったゴーヤの収穫（生きがい広場地蔵堂）

間瀬こめぐりの郷公園へ（つどい）

分水の里まつりにて

筋力トレーニングマシンで奮闘中（生きがい広場地蔵堂）

さくら　第41号（2016.新春号）�

編集
後記

ご注文は
月曜日からの
1週間単位です
詳しくは右記へ

ご
注
意

特別養護老人ホーム桜井の里
西蒲原郡弥彦村大字麓3036

TEL（0256）94－3939
管理栄養士／早川・足立

特別養護老人ホーム分水の里
燕市新堀2479-2

TEL（0256）97－7111
管理栄養士／青木・佐竹

ご利用者の声

お粥・刻み食・
ミキサー食・
糖尿病食・腎
臓病食、ある
いはおかずだ
けなど細かく
ご希望に対応
しています

３６５日毎日
配達できます
土日祝日、お盆や
年末年始も休まず
配達。四季折々の
移り変わりも感じ
られるよう配慮し
ています。

一軒一軒お声がけしながら、手渡しでお弁
当をお届けします。（お声を聞くことで安心）

バランスの
とれた献立です
管理栄養士が栄養
バランスを考えた
献立です。
１日に必要な栄養
量の１/ ３をとる
ことができ、見た
目や味に配慮して
います。

地元の食材で当日
手作りしています
お米は新潟県産の
コシヒカリを使用
しています。
当日の午後から各
施設の厨房で手作
りし、できたてを
お届けします。

特徴① 特徴② 特徴③ 特徴④ 特徴⑤

①おかずが新鮮で、味付けが申し分ない
②好き嫌いに対応してくれて有難い
③今まで食べたお弁当
で一番おいしい
④配達の職員、ボラン
ティアの方達がていね
いで礼儀正しい

など、お声を多数いただい
ております

「ありがとう」、顔の見える関係で安心をある日の献立

お弁当をお届けすることで
安否確認も行っています

真剣な
お弁当
作りの
様子

施設内の菜園で野菜作り

ホームページアドレス：http://www.sakurai-fukushi.or.jp

法
人
か
ら
の

お
知
ら
せ
‼

皆さん冬は如何お過ごしですか？ 1月に入り、寒波が何回か訪れましたが、迷惑な反面、雪を見て少し安心
する部分もありますが、大雪だけは勘弁してほしいですよね。除雪も大変です…。今年もインフルエンザがか
なりの勢いで広まる兆しを見せてますので、くれぐれも健康に注意して一日一日を大切に過ごしたいものです。

配食サービス、エリア拡大中！！
弥彦村から燕市、そして新潟市西蒲区旧岩室地区へ

平成10年に弥彦村の委託を受け開始した「配食サービス」事業は、法人独自サービスとして燕市分水地
区への配食も平成25年より加わりました。さらに、この１月からは、新潟市西蒲区旧岩室地区へと拡大す
る運びとなりました。「夕食」のお弁当で１食550円（税込）、ご高齢の方や１人暮らしの方などを中心とし、
栄養バランスの取れた手作りのお弁当をお届けしますので、どうぞ気軽にご相談下さい。

介護のお仕事してみませんか？ 入札結果のお知らせ
介護の仕事は大変な仕事の反面、感謝されたり、達

成感、やりがいが大きいことも特徴です。しっかりし
た研修制度があり、ていねいに指導いたします。

昨年10月14日行いまし
た特別養護老人ホーム桜井
の里、利用者送迎車輌購入
事業の入札は、株式会社永
井自動車が、4,395,166
円（税込、任意保険料別）
にて落札しました。

募集職種 介護職員、看護職員清掃・洗濯業務
①フルタイム以外のパートタイムでも可能　②勤務場所、事業所も応談可能

求人に関するお問合わせは、法人本部TEL．0256（９４）３９３９へ
※タイミングによっては充足されている場合もありますので予めご了承ください。
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量の１/ ３をとる
ことができ、見た
目や味に配慮して
います。

地元の食材で当日
手作りしています
お米は新潟県産の
コシヒカリを使用
しています。
当日の午後から各
施設の厨房で手作
りし、できたてを
お届けします。

特徴① 特徴② 特徴③ 特徴④ 特徴⑤

①おかずが新鮮で、味付けが申し分ない
②好き嫌いに対応してくれて有難い
③今まで食べたお弁当
で一番おいしい
④配達の職員、ボラン
ティアの方達がていね
いで礼儀正しい

など、お声を多数いただい
ております

「ありがとう」、顔の見える関係で安心をある日の献立

お弁当をお届けすることで
安否確認も行っています

真剣な
お弁当
作りの
様子

施設内の菜園で野菜作り

ホームページアドレス：http://www.sakurai-fukushi.or.jp

法
人
か
ら
の

お
知
ら
せ
‼

皆さん冬は如何お過ごしですか？ 1月に入り、寒波が何回か訪れましたが、迷惑な反面、雪を見て少し安心
する部分もありますが、大雪だけは勘弁してほしいですよね。除雪も大変です…。今年もインフルエンザがか
なりの勢いで広まる兆しを見せてますので、くれぐれも健康に注意して一日一日を大切に過ごしたいものです。
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弥彦村から燕市、そして新潟市西蒲区旧岩室地区へ

平成10年に弥彦村の委託を受け開始した「配食サービス」事業は、法人独自サービスとして燕市分水地
区への配食も平成25年より加わりました。さらに、この１月からは、新潟市西蒲区旧岩室地区へと拡大す
る運びとなりました。「夕食」のお弁当で１食550円（税込）、ご高齢の方や１人暮らしの方などを中心とし、
栄養バランスの取れた手作りのお弁当をお届けしますので、どうぞ気軽にご相談下さい。

介護のお仕事してみませんか？ 入札結果のお知らせ
介護の仕事は大変な仕事の反面、感謝されたり、達

成感、やりがいが大きいことも特徴です。しっかりし
た研修制度があり、ていねいに指導いたします。

昨年10月14日行いまし
た特別養護老人ホーム桜井
の里、利用者送迎車輌購入
事業の入札は、株式会社永
井自動車が、4,395,166
円（税込、任意保険料別）
にて落札しました。

募集職種 介護職員、看護職員清掃・洗濯業務
①フルタイム以外のパートタイムでも可能　②勤務場所、事業所も応談可能

求人に関するお問合わせは、法人本部TEL．0256（９４）３９３９へ
※タイミングによっては充足されている場合もありますので予めご了承ください。

（３）ホームページへの取組　http://www.sakurai-fukushi.or.jp

①トップ画面

②行事紹介ページ

●総括
１.必要な情報を適宜発信し、訴求できるよう活動。
また、最低月１回の更新を実施

２. 見てる人は見ている……。特に就職を意識している学生は、会社選ぶ際の
大事な意思決定を促すツールのひとつと認識

３. 現在は、トップページ、構成に改良を加えた第２期目
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16. 平成27年度決算

社会福祉法人　桜井の里福祉会（法人合算） （単位：千円）

科　　目 決算額 摘要 科　　目 決算額 摘要

現金預金 605,451 事業未払金 87,536

事業未収金 255,320 １年以内返済予定設備資金借入金 37,345

未収金 483 預り金 1,874

立替金 318 職員預り金 4,529

前払金 5,709 前受金 996

土地（基本財産） 166,928 設備資金借入金 144,690

建物（基本財産） 2,380,217 基本金 282,325

土地 2,394 国庫補助金等特別積立金（整備時分） 718,083

建物 1,760 国庫補助金等特別積立金（償還補助分） 839,859

構築物 24,181 施設整備建設積立金 179,000

車輌運搬具 28,514 人件費積立金 27,000

器具及び備品 50,768 次期繰越活動増減差額 1,409,831

建設仮勘定 3,532 (うち当期活動増減差額) 41,983

権利 1,182

投資有価証券 311

施設整備建設積立資産 179,000

人件費積立資産 27,000

合　計 3,733,068 合　計 3,733,068

社会福祉法人　桜井の里福祉会（法人合算） （単位：千円）

科　　目 決算額 摘要 科　　目 決算額 摘要

人件費支出 1,275,338 介護保険保険事業収入 1,736,164

事業費支出 250,933 老人福祉事業収入 13,625

事務費支出 122,838 借入金利息補助金収入 2,866

利用者負担軽減額 3,641 経常経費寄附金収入 543

支払利息支出 2,866 受取利息配当金収入 126

その他の支出 7,889 その他の収入 22,415

設備資金借入金元金償還支出 37,345 施設整備補助金収入 39,925

固定資産取得支出 35,190 前期末支払資金残高 792,721

積立資産支出 100,000

当期末支払資金残高 772,345

(うち当期資金収支差額) -20,376

合　計 2,608,385 合　計 2,608,385

貸　借　対　照　表

借　　　　方 貸　　　　方

資　金　収　支　計　算　書

借　　　　方 貸　　　　方




